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「
持
戒
清
浄
印
信
」の
写
本
と
そ
の
価
値
の
変
容

徳
永

良
次

は
じ
め
に

「
持
戒
清
浄
印
信
」
は
明
恵
上
人
が
二
十
四
歳
の
建
久
七
年
に
紀
州
白
上
（
東
白
上
）
に
お
い
て
草
庵
を
構
え
隠
遁
修

行
に
専
念
し
て
い
た
時
期
の
出
来
事
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
由
来
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
行
研
究

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が（
１
）、
一
言
す
る
と
、
紀
州
の
東
白
上
に
お
い
て
修
行
中
の
明
恵
上
人
の
眼
前
に
文

殊
菩
薩
が
現
れ
持
戒
清
浄
の
印
明
を
授
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
遺
跡
に
は
義
林
房
喜
海
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ

る
銘
文
が
建
て
ら
れ
た
（
現
在
は
後
世
の
石
碑
に
換
え
ら
れ
て
い
る
）、
と
い
う
も
の
で
あ
る（
２
）。

こ
の
「
持
戒
清
浄
印
信
」
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
、
管
見
の
と
こ
ろ
一
九
六
七
年
に
納
冨
常
天
氏
に
よ
り
『
解

脱
門
義
聴
集
記
解
題
』
の
中
で
触
れ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
納
冨
氏
は
称
名
寺
の
湛
睿
と
高
山
寺
と
の
関
わ

り
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
重
要
な
資
料
と
し
て
、
金
沢
文
庫
蔵
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
を
中
心
に
紹
介
さ
れ
、
こ
の
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印
信
が
湛
睿
に
よ
っ
て
関
東
に
始
め
て
も
た
ら
さ
れ
広
く
鎌
倉
一
円
に
相
伝
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
た（
３
）。

納
冨
氏
は
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
に
「
持
戒
清
浄
印
明
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
極
め
て
詳
細
な
論
考
を
発
表
さ
れ
た
。
金
沢

文
庫
（
称
名
寺
）
の
み
な
ら
ず
京
都
高
山
寺
、
東
寺
金
剛
蔵
、
仁
和
寺
塔
中
蔵
、
叡
山
文
庫
、
滋
賀
来
迎
寺
、
鎌
倉
常
光

妙
寺
、
青
蓮
寺
、
横
浜
宝
生
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
合
計
二
十
六
点
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
類
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
そ

こ
に
記
さ
れ
た
六
種
の
血
脈
も
紹
介
さ
れ
、
そ
の
成
立
、
内
容
、
写
本
お
よ
び
伝
授
の
系
統
、
そ
の
後
の
流
行
・
受
容
と

質
的
変
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る（
４
）。

田
中
久
夫
氏
は
、
金
沢
文
庫
蔵
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
の
全
文
の
翻
刻
を
紹
介
さ
れ
、
高
山
寺
本
（
田
中
氏
は
「
栂
尾

本
」
と
す
る
）
を
対
校
資
料
と
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
高
山
寺
本
は
田
中
氏
の
示
し
た
奥
書
か
ら
見
る
に
、
高
山
寺
現

経
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
第
四
部
第
一
四
八
函
第
６７
号
の
「
持
戒
清
浄
印
信
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
論
文
で
は
納
冨
氏
と

同
じ
く
、
こ
の
印
信
の
成
立
、
伝
授
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
明
恵
上
人
に
対
す
る
讃
仰

と
伝
説
の
形
成
が
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た（
５
）。

両
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（
６
）、
こ
れ
ほ
ど
「
持
戒
清
浄
印
信
」
が
京
都
の
み
な
ら
ず
関
東
に
ま
で
、
ま
た
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
相
承
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
資
料
に
対
す
る
全
体
的
な
研
究
は
ま
だ
途
上
の
感
が
あ
る
。
例

え
ば
、
そ
も
そ
も
明
恵
上
人
が
文
殊
菩
薩
か
ら
授
け
ら
れ
た
印
信
に
つ
い
て
の
確
実
な
記
録
は
い
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な

い（
７
）。「
持
戒
清
浄
印
信
」
本
文
、
血
脈
等
に
見
え
る
記
録
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
明
恵
上
人
は
義
淵
房
霊
典
に
こ
の

印
信
を
授
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
補
強
す
る
資
料
は
現
在
ま
で
に
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
印
信
を
め
ぐ
る
伝
承
の
総
本
山
と
も
い
え
る
高
山
寺
に
お
け
る
こ
の
資
料
の
網
羅
的
な
調
査
・
紹
介
も
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
先
行
研
究
で
扱
わ
れ
て
い
な
い
高
山
寺
に
お
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け
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
関
係
資
料
を
網
羅
的
に
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
資
料
群
が
い
か
な
る
性
格
・
特
徴
を
有
す

る
か
検
討
を
加
え
て
い
く
。
さ
ら
に
、
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
高
山
寺
に
お
け
る
価
値
の
変
容
に
つ
い
て
指
摘
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

一

高
山
寺
に
現
存
す
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」

高
山
寺
現
経
蔵
に
は
管
見
の
限
り
次
の
三
十
三
点
の
資
料
（
関
連
資
料
も
含
む
）
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
現
在
高
山

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
聖
教
目
録
の
整
理
番
号
順
に
紹
介
し
て
お
く
。
掲
載
の
基
準
は
書
名
・（
現
蔵
函
番
号
）・
員
数
・

体
裁
・
奥
書
等
の
記
事
と
し
た
。「
持
戒
清
浄
印
信
」
関
係
資
料
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、
資
料
に
よ
っ
て

は
包
紙
と
そ
の
中
に
包
ま
れ
て
い
る
本
体
部
分
が
一
体
と
な
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
現
存
の
番
号
も
そ
れ

ら
を
一
括
し
て
登
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
内
実
を
見
る
と
書
写
者
や
伝
授
（
受
）（
８
）の
経
過
が
異
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
現
在
の
番
号
と
は
切
り
離
し
て
別
番
号
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
に
血
脈
が
記
載
さ
れ
て
お
り
伝
授
（
受
）
の
実
態
を
物
語
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
の

で
、
血
脈
に
関
し
て
は
原
則
と
し
て
省
略
せ
ず
に
記
載
す
る
。
ま
た
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
が
作
成
し
た
聖
教

目
録
に
採
ら
れ
て
い
る
書
写
年
代
・
筆
者
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る（
９
）。

高
山
寺
現
存
「
持
戒
清
浄
印
信
」
関
係
資
料
一
覧
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１

傳
法
院
流
諸
次
第
（
九
一
函
３
）

﹇
１
﹈
梵
網
菩
薩
戒
本
印
傳
流

一
帖

○
江
戸
時
代
明
和
頃
写
、
折
本
装
枡
形
、
墨
界
、
無
点
、

（
血
脈
）

血
脈
事

明
恵
上
人

義
林
上
人

恵
月
上
人

恵
林
上
人

了
月
上
人

林
明
上
人

了
恵
上
人

禅
証
上
人

恵
浄
上
人

圓
証
上
人

栄
済
法
印

信
厳
法
印

宏
盛
法
印

弁
智
上
人

菊
渕

顕
証

義
淵
上
人

明
悟
上
人

圓
証
上
人

静
基
上
人

乗
信
上
人

憲
伊
大
徳

厳
範

実
憲

（
奥
書
）

右
一
帖
都
賀
尾
僧
衆
本
求
記
之
写
了
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２
﹇
２
﹈
持
戒
清
浄
印
信
傳
流

一
帖

○
体
裁
等
﹇
１
﹈
ニ
同
ジ
、
但
シ
血
脈
ヲ
付
ス
、

（
血
脈
１
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

高
弁
上
人

霊
典

盛
遍

良
含

了
然

法
圓

本
地

善
暁

玄
海

湛
叡

高
恵

圓
恵

賢
為

杲
宝

賢
宝

融
然

祐
潤

榮
済

信
厳

宏
盛

�
怡

菊
渕

顕
証
本
兼
性

（
奥
書
）

応
安
七
年
八
月
十
五
日
権
少
僧
都
賢
宝

右
以
此
大
事
奉
授
八
幡
善
法
寺
長
老
実
照

小
人
畢

応
永
廿
二
年
九
月
九
日
法
印
権
大
僧
都
融
然
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陀
羅
尼
受
持
功
徳
甚
深
不
可
思
議
也
非
今
所
用
故

略
之
別
可
流
布
已
上
異
本
○
在
之

（
以
上
本
奥
書
）

（
血
脈
２
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

栂
尾
高
弁

明
恵
上
人

栂
尾
方
便
智
院

空
達
上
人
定
真

方
便
智
院
玄
密
上
人

仁
真

恵
林
上
人

経
弁

了
月
上
人
十
無
尽
院

高
経

同
院
林
明
上
人

公
弁

同
禅
証
上
人

高
祐

神
尾
恵
浄
上
人

定
秀

円
証
上
人

然
経

高
雄
密
蔵
院
法
印

榮
済

仁
和
寺
心
蓮
院
法
印

信
厳

宏
同
法
印

盛

同
法
印
改
真
性

�
怡

栂
尾菊

渕

顕
証
元
兼
性

辨
智
栂
尾

田
中
坊

栂
尾
覚
薗
院
池
坊

霊
典

義
淵
上
人

同
院
明
悟
上
人

盛
遍

東
山
白
毫
院
円
光

良
含

吉
水
円
龍
寺
道
海
上
人

了
然

法
円
上
人

本
地
上
人
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善
暁
上
人

行
願
房
上
人

玄
海

湛
睿
本
如
上
人

如
仙
上
人

高
恵

円
恵

延
文
六
正
十
一
日
授
之

賢
為

東
寺
観
智
院
法
印

杲
寶
康
安
元
十
一
十
三

同
院賢

寶

融
然
法
印

高
雄
普
賢
院
法
印

祐
潤

同
密
蔵
院
法
印

栄
済

心
蓮
院
法
印

信
厳

同
院宏

盛

同
院�

怡

栂
尾菊

渕

顕
証

八
幡
善
法
寺
長
老

實
照

同
長
老

慈
雄

歓
喜
院
法
印

宗
秀

�
怡

菊
渕

顕
証（

マ
マ
）

雖
印
信
一
致
示
相
承
之
異
示
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寛
永
七
年
九
月
廿
四
日
記
之

金
剛
仏
子
顕
証

（
以
上
本
奥
書
）

３

持
戒
清
浄
印
信
（
一
一
七
函
５９
）
一
冊

○
江
戸
時
代
初
期
写
、
静
守（
孝
源
）筆
、
袋
綴
装
、
朱
点（
仮
名
、ヲ
コ
ト
点
・
円
堂
点
、江
戸
初
期
）、
墨
点

（
仮
名
、
江
戸
初
期
）、

（
表
紙
右
下
）「
静
守
」

（
外
題
）
持
戒
清
浄
印
信

栂
尾

二
之
内

（
血
脈
１
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

高
弁
上
人

覚
薗
院
義
渕
上
人

霊
典

同
院
明
悟
上
人

盛
遍

良
含

了
然

法
圓

本
地

善
暁

玄
海

湛
叡

高
恵

圓
恵

賢
為

東
寺
観
智
院

杲
宝

賢
宝

融
然

祐
潤

榮
済

信
厳

心
蓮
院
法
印

順
兼
上
人
心
蓮
院
法
印

宏
盛

�
怡
心
蓮
院
法
印

菊
渕
岩
本

顕
証
本
兼
性
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（
血
脈
２
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

栂
尾明

恵
上
人
高
弁

栂
尾
方
便
智
院
東
坊
定
真

空
達
上
人

方
便
智
院
玄
密
上
人

仁
真

十
無
尽
院
恵
林
上
人

経
弁

了
月
上
人
十
無
尽
院

高
経

同
院
林
明
上
人

公
弁

同
院
禅
証
上
人

高
祐

神
尾
恵
浄
上
人

定
秀

然
円
証
上
人

経

高
雄
密
蔵
院
法
印

榮
済

仁
和
寺
心
蓮
院
法
印

信
厳

同
法
印
宏
盛

同
法
印
改
真
性

�
怡

栂
尾菊
渕

顕
証
元
兼
性

栂
尾
田
中
坊

辨
智
上
人

栂
尾
覚
薗
院
池
坊
霊
典

義
淵
上
人

同
院
明
悟
上
人

盛
遍

東
山
白
毫
院
円
光

良
含
上
人

吉
水
円
龍
寺

了
然
道
海
上
人

法
円
上
人

本
地
上
人
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善
暁
上
人

行
願
房

玄
海
上
人

本
如
上
人

湛
睿

如
仙
上
人

高
恵

円
恵

延
文
六
正
十
一
日
受
之

賢
為

東
寺
観
智
院
法
印

杲
寶
康
安
元
十
一
十
三

於
観
智
院
受
之

同
院賢

寶

融
然
法
印

高
雄
普
賢
院
法
印

祐
潤

同
密
蔵
院
法
印

栄
済

心
蓮
院
法
印

信
厳

同
院宏

盛

同
院�

怡

栂
尾菊

渕

顕
証
元
兼
性

八
幡
善
法
寺
長
老

實
照
上
人

同
長
老

慈
雄

歓
喜
院
法
印

宗
秀

心
蓮
院

�
怡

栂
尾菊

渕

顕
証

（
奥
書
）

重
受
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雖
印
信
一
致
示
相
承
之
異

于
寛
永
七
年
九
月
廿
四
日

記
之

金
剛
仏
子
顕
証

（
以
上
本
奥
書
）

４

梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
印
（
一
四
八
函
６４
）
一
巻

○
室
町
時
代
永
享
九
年
写
、
真
祐
筆
、
巻
子
本
、
墨
界
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
、
室
町
初
期
）、

（
端
裏
下
）
栂
地
第
一
箱

（
新
補
表
紙
外
題
下
）

「
当
山
上
人
対

二
本

文
殊
大
聖
授
ク
給
等
也
極
秘
云々
」

（
血
脈
）

血
脈
事

義
林
上
人

恵
月
上
人

恵
林
上
人

了
月
上
人

明
恵
上
人

義
淵
上
人

明
悟
上
人

圓
証
上
人

静
基
上
人

乗
信
上
人

憲
伊
大
徳

厳
範

実
憲

林
明
上
人

了
恵
上
人

禅
証
上
人

恵
浄
上
人

乗
意
上
人

真
祐
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圓
証
上
人
然
経

栄
済

信
厳

竺
譽

弁
助

禅
雅

（
奥
書
）
永
享
九
年
十
月
朔
日
以
尾
崎
御
坊
本
書
写
之

真
祐

※

明
恵
上
人
か
ら
真
祐
ま
で
一
筆
（
以
上
、
真
祐
筆
）、
圓
証
か
ら
竺
譽
ま
で
一
筆
（
以
上
、
竺
譽
筆
カ
）

弁
助

禅
雅
、
一
筆
（
以
上
、
禅
雅
筆
カ
）

５

梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
印
（
一
四
八
函
６５
一
巻

○
室
町
末
期
写
、
巻
子
本
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
、
江
戸
初
期
）、

（
外
題
）

「
梵
網
経
戒
大
事
也

秘
本
」

（
端
裏
）
栂
地
第
三
箱

（
別
筆
）
地
蔵
院

（
血
脈
）

血
脈
事

義
林
上
人

恵
月
上
人

恵
林
上
人

了
月
上
人

明
恵
上
人

義
淵
上
人

明
悟
上
人

圓
証
上
人

静
基
上
人

乗
信
上
人

憲
伊
大
徳

厳
範

実
憲
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林
明
上
人

了
恵
上
人

禅
証
上
人

恵
浄
上
人

「
乗
意
上
人
」（
擦
消
）

圓
証
上
人
然
経

栄
済

信
厳

「
竺
譽
／
八
十
八
才
」（
擦
消
）

宏
盛

弁
智

秀
智

菊
渕

宥
厳

顕
証

※

明
恵
上
人
か
ら
信
厳
ま
で
一
筆
、
宏
盛
以
後
別
筆

６

梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
印
（
一
四
八
函
６６
）
一
通

○
江
戸
初
期
写
、
折
紙
、
墨
点
（
仮
名
、
江
戸
初
期
）、

（
外
題
）「
梵
網
経
戒
大
事

秘
本
」

（
血
脈
）

血
脈
事

義
林
上
人

恵
月
上
人

恵
林
上
人

明
恵
上
人

義
淵
上
人

明
悟
上
人

圓
証
上
人

静
基
上
人

乗
信
上
人

憲
伊
大
徳

厳
範
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実
憲

了
月
上
人

林
明
上
人

了
恵
上
人

禅
証
上
人

恵
浄
上
人

圓
証
上
人

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

真
盛

俊
怡

※

宏
盛
弁
智
一
筆
、
菊
渕
以
後
別
筆
、

７

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
６７
）
一
巻

○
江
戸
時
代
正
保
四
年
写
、
永
弁
筆
、
巻
子
本
、
朱
点
（
ヲ
コ
ト
点
・
円
堂
点
、
江
戸
初
期
）、
墨
点
（
仮

名
、
江
戸
初
期
）、

（
外
題
）「
持
戒
清
浄
印
信
梅
尾
相
承
事

正
保
年
中
進
」

（
端
裏
外
題
）（
朱
書
）
菩
薩
戒
印
明
ト
書
タ
ル
印
信
モ
ア
リ

（
血
脈
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

高
弁
上
人

（
朱
書
）
覚
薗
院
義
渕
上
人

霊
典

（
朱
書
）
同
院
明
悟
上
人

盛
遍

良
含
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了
然

法
圓

本
地

善
暁

玄
海

湛
叡

高
恵

圓
恵

賢
為

（
朱
書
）
東
寺
観
智
院

杲
宝

賢
宝

融
然

祐
潤

榮
済

信
厳

（
朱
書
）
心
蓮
院
法
印

（
朱
書
）
順
兼
上
人
心
蓮
院
法
印

宏
盛

�
心
蓮
院
法
印

怡

菊
岩
本渕

（
朱
書
）
心
蓮
院
僧
正

宥
厳

永
弁

（
文
中
識
語
）

正
和
三
年
甲寅
太
神
宮
参
﹇

﹈

之
時
令
寄
宿
伊
勢
國
﹇

﹈

保
庄
地
蔵
堂
于
時
閏
三
月

二
日
酉剋
対
彼
寺
主
行
願

房
玄
海
上
人
奉
伝
受

右
印
明
之

末
資
湛
﹇

﹈

（
以
上
本
奥
書
）

（
巻
末
血
脈
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

栂
尾明

恵
上
高
弁人
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栂
尾
方
便
智
院
定
真

空
達
上
人

方
便
智
院
玄
密
上
人

仁
真

十
無
尽
院
恵
林
上
人

経
弁

十
無
盡
院
了
月
上
人

高
経

同
院
林
明
上
人

公
弁

同
院
禅
証
上
人

高
祐

神
尾
恵
浄
上
人

定
秀

然
円
証
上
人

経

高
雄
密
蔵
院
法
印

榮
済

仁
和
寺
心
蓮
院
法
印

信
厳

宏
同
法
印

盛

同
法
印
改
了
性

�
怡

栂
尾
田
中
坊

辨
智
上
人

栂
尾
岩
本

菊
渕

心
蓮
院
僧
正

宥
厳

永
弁

栂
尾
覚
薗
院
池
坊
霊
典

義
淵
上
人

同
院
明
悟
上
人盛

遍

東
山
白
毫
院
円
光

良
含

吉
水
円
龍
寺

了
然
道
海
上
人

法
上
人円

本
上
人地

善
暁
上
人

行
願
房
上
人

玄
海

湛
本
如
上
人

睿
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如
仙
上
人

高
恵

円
恵

延
文
六
正
十
一
日
受
之

賢
為

東
寺
観
智
院
法
印

杲
寶
康
安
元
十
一
十
三

於
観
智
院
受
之

同
院賢

寶

融
然
法
印

高
雄
普
賢
院
法
印

祐
潤

同
密
蔵
院
法
印

栄
済

心
蓮
院
法
印

信
厳

同
院宏

盛

同
院�

怡

菊
渕
栂
尾
岩
本
房

宥
厳
心
蓮
院
僧
正

永
弁

八
幡
善
法
寺
長
老

實
照

同
長
老

慈
雄

歓
喜
院
法
印

宗
秀

心
蓮
院

�
无
文怡

菊
渕

宥
厳

永
弁

（
奥
書
）
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雖
印
信
一
致
示
相
承
之

矣于
時
寛
永
七
年
九
月
廿
四
日

記
之

金
剛
仏
子
顕
証

（
以
上
本
奥
書
）

正
保
四
年
十
月
廿
八
日
以
顕
証

予

御
房
本
写
之
了
同
日
�
顕

証
阿
闍
梨
校
合
了

末
資
永
弁

８

持
戒
清
浄
私
（
一
四
八
函
６８
）
一
通

○
江
戸
時
代
寛
文
五
年
写
、
折
紙
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、

（
奥
書
）
文
明
年
号
至
寛
文
五
年
百
八
十
年
歟

９

持
戒
清
浄
口
決
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
１
﹈）
一
紙

○
江
戸
末
期
写
、
慧
友
筆
、

（
表
紙
）

（
梵
字
）「vaivi

」
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持
戒
清
浄
口
決

慧
友

１０

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
２
﹈（
一
））
一
紙

○
室
町
末
期
写
、
菊
渕
筆

（
表
書
）「
持
戒
清
浄
印
信
以
栄
済
法
印
筆
跡

写
之
了

菊
淵
卅
二

才

」

（
内
書
）

大
聖
文
殊
告
曰

口
伝
而
末
代
四
部
弟
子
破
戒
ナ
ル
故

此
持
戒
清
浄
秘
印
汝
ニ
授
也
世

間
流
布
シ
テ
有
情
利
益
ス
ヘ
シ
此

戒
ハ
仏
性
無
漏
之
三
广
耶
戒

秘
印
明
也
紀
州
白
上
峯
松

木
本
ニ
テ
親
大
聖
文
殊
菩
薩

影
向
ア
リ
テ
明
恵
上
人
授
被
申
畢

・
文
殊

明
恵
上
人
高
弁

義
林
上
人
喜
海

空
達
上
人
定
真

仁
玄
密
上
人

真

経
恵
林
上
人

弁

然
経
上
人

栄
済

信
厳
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宏
盛

�（
怡
）

然
経
以
上
血
脈
之
墨
ヲ
ハ
予
門
付
之
了
後
世
可
云
詞
其
覚
者
也

秘
蔵
之

右
印
信
高
雄
密
蔵
院
栄
済
法
印
手
跡
也
信
厳
法
印

已
来
之
以
宏
盛
法
印
之
記
予
書
加
之

１１

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
２
﹈（
二
））
一
通

○
室
町
末
期
写
、
信
厳
筆
カ
（
菊
渕
血
脈
加
筆
）、「
高
山
之
寺
／
十
無
尽
院
」
複
廓
褐
色
方
印
、
竪
紙
、

（
末
尾
）
血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

義
渕
房

明
悟盛

遍
上
人

円
光良

含
上
人

了
然
上
人

法
円
上
人

本
地
上
人

善
暁
上
人

行
願玄

海
上
人

湛
叡本

如
上
人

高
恵如

仙
上
人

円
恵

賢
為

杲
宝

賢
宝

融
然

祐
潤

栄
済

信
厳

○
栄
済

宏
盛

�
怡

菊
渕

文
明
二
年
八
月
廿
五
日
於
高
雄
密
蔵
院
心
蓮
院

僧
都
御
房
奉
授
筆
能
々
可
秘
ゝ
ゝ
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沙
門
栄
済
判

※

小
書
の
「
栄
済
」
か
ら
菊
渕
ま
で
菊
渕
筆

１２

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
３
﹈（
一
））
一
紙

○
室
町
時
代
天
文
元
年
写
、
宏
盛
筆
、

（
奥
書
）

凡
此
文
言
如
本
之
印
信
之
嚢
紙
写
之了

天
文
元
壬辰
年
十
二
月
五
日

金
剛
宏
盛

１３

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
３
﹈（
二
））
一
通

○
室
町
時
代
天
文
元
年
写
、
宏
盛
筆
、
竪
紙
、

（
末
尾
）
血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

「（
別
筆
）

秀
智
」

天
文
元
壬辰
年
十
二
月
五
日
於
栂
尾
観
海
院
住
坊
授
与
弁
智
畢

沙
門
宏
盛
（
花
押
）
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（
端
裏
）（
別
筆
）

文
禄
二
年
潤
九
月
廿
一
日
明
俊
房
秀
智
授
与
畢

善
財
院
弁
智
八
十
八
才

１４

持
戒
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
４
﹈（
一
））
一
紙

○
桃
山
時
代
天
正
十
五
年
写
、
弁
智
筆
、

（
端
裏
）（
朱
筆
）
栂
地
第
二
箱

（
奥
書
）凡

此
文
言
如
本
之
印
信
之
嚢
紙

写
之
畢

天
文
元
壬辰
年
十
二
月
五
日

金
剛
宏
盛

天
正
十
五
年
丁亥
卯
月
廿
八
善
財
院

日
上
人
弁
智
（
花
押
）

１５

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
４
﹈（
二
））
一
通

○
桃
山
時
代
天
正
十
五
年
写
、
弁
智
筆
、
竪
紙
、

（
末
尾
）
血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳
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宏
盛

弁
智

准
后
義
性

天
正
十
五
年
丁亥
卯
月
廿
八
日
畢
宿

金
曜
於

大
覚
寺
殿
御
道
場
奉
授
与
准
后
義（
性
）

訖

沙
門
弁
智
（
花
押
）

１６

持
戒
清
浄
印
信
血
脈
（
一
四
八
函
７５
﹇
４
﹈（
三
））
一
通

○
江
戸
中
期
写
、
密
弁
筆
、
折
紙
、「
明
恵
上
人
伝
記
」
抜
書
ア
リ
、

（
血
脈
本
文
）

持
戒
清
浄
印
信

血
脈

文
殊

明
恵
上
人

方
便
智
院
定
真

空
達
上
人

同
院
玄
密
上
人

仁
真

十
無
盡
院
恵
林
上
人

経
弁

同
院
了
月
上
人

高
経

同
院
林
明
上
人

公
弁

同
院
神
証
上
人

高
祐

神
尾
恵
浄
上
人

定
秀

円
証
上
人

然
経

高
雄
密
蔵
院
法
師

栄
済

仁
―
心
蓮
院

信
厳
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同
院宏

盛

�
怡
同
院
法
印
改
真
性

ー
ー
弁
智
栂
尾
田
中
房

菊
渕

顕
証

右
以
法
性
房
本
写
之

孝
源

覚
音

如
密

快
詠

空
証
栄
運

○
義
淵

盛
遍

良
含

了
然

法
圓

本
地

善
暁

玄
海

湛
睿

高
恵

円
恵

賢
為

杲
宝

賢
宝

融
然

祐
潤

栄
済

信
厳

宏
盛

�
怡

菊
渕

顕
証

孝
源

覚
音

如
密

実（
照
）

慈（
雄
）

宗（
秀
）

�（
怡
）

菊（
渕
）

顕
証

右
顕
証
ノ
記密

弁
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１７

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
５
﹈（
一
））
一
紙

○
桃
山
時
代
慶
長
二
年
写
、
弁
智
筆
、「
高
山
之
寺
／
十
無
尽
院
」
複
廓
褐
色
印
、

（
奥
書
）

慶
長
二
年
九
月
十
八
日
授
与
菊
渕
畢弁

智

１８

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
５
﹈（
二
））
一
通

○
桃
山
時
代
慶
長
二
年
写
、
弁
智
筆
、「
高
山
之
寺
／
十
無
尽
院
」
複
廓
褐
色
印
、

（
末
尾
）（
血
脈
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

慶
長
二
年
九
月
十
八
日
授
与
菊
渕
畢

沙
門
弁
智
（
花
押
）
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１９

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
６
﹈（
一
））
一
紙

○
桃
山
時
代
慶
長
二
年
写
、
弁
智
筆
、「
高
山
之
寺
／
十
無
尽
院
」
複
廓
褐
色
印
、

（
外
題
）
持
戒
清
浄
印
信

（
表
書
）
内
ニ

受
法
闍
梨
作
法

阿
字
観
作
法

（
奧
書
）（
末
尾
）

慶
長
二
年
九
月
十
八
日
授
与
菊
渕
畢弁

智

（
別
筆
）

元
和
七
年
十
一
月
九
日
授
与
俊
意
畢菊

渕

２０

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
６
﹈（
二
））
一
通

○
江
戸
時
代
元
和
七
年
写
、
菊
渕
筆
、
竪
紙
、「
高
山
之
寺
／
十
無
尽
院
」
複
廓
褐
色
印
、

（
末
尾
）（
血
脈
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真
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経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

俊
意

元
和
七
年
十
一
月
九
日
授
与
俊
意
畢

大
法
師
菊
渕
（
花
押
）

２１

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
７
﹈（
一
））
一
紙

○
江
戸
時
代
元
和
八
年
写
、
菊
渕
筆
、「
高
山
之
寺
／
十
無
尽
院
」
複
廓
褐
色
印
、

（
表
書
）
持
戒
清
浄
印
信

（
奧
書
）（
末
尾
）

慶
長
二
年
九
月
十
八
日
授
与
菊
渕
畢
弁
智

元
和
八
年
五
月
朔
日
授
与
堯
譽
畢
菊
渕
（
花
押
）

２２

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
７
﹈（
二
））
一
通

○
江
戸
時
代
元
和
八
年
写
、
堯
譽
筆
カ
、
竪
紙
、「
高
山
之
寺
／
十
無
尽
院
」、
複
廓
褐
色
印
、

（
末
尾
）（
血
脈
）

血
脈
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文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

堯
譽

元
和
八
年
五
月
朔
日

２３

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
８
﹈（
一
））
一
紙

○
桃
山
時
代
慶
長
二
年
写
、
弁
智
筆
、

（
表
書
）
持
戒
清
浄
印
信

（
奧
書
）（
末
尾
）

凡
此
文
言
如
本
之
印
信
之
嚢
紙
写
之

慶
長
二
年
九
月
十
八
日
授
与
菊
渕
畢

弁
智

（
別
筆
）

寛
永
十
三
年
十
月
十
二
日
宥
厳
法
印
伝
受
畢
公
意
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２４

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
８
﹈（
二
））
一
通

○
江
戸
時
代
寛
永
十
三
年
写
、
公
意
筆
、
竪
紙
、

（
末
尾
）血

脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

宥
厳

公
意

寛
永
十
三
年
十
月
十
二
日
伝
受
畢

２５

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
９
﹈（
一
））
一
紙

○
江
戸
初
期
（
正
保
四
年
頃
）
写
、

（
内
書
・
書
出
）
大
聖
文
殊
告
曰

２６

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
９
﹈（
二
））
一
通

○
江
戸
時
代
正
保
四
年
写
、
竪
紙
、

（
末
尾
）（
血
脈
）

血
脈
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文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

宥
厳

永
弁

正
保
四
年
十
月
廿
二
日
授
与
之
（
花
押
）

２７

持
戒
清
浄
印
信
包
紙
（
一
四
八
函
７５
﹇
１０
﹈（
一
））
一
紙

○
江
戸
中
期
写
、

（
書
出
）
大
聖
文
殊
告
曰

２８

持
戒
清
浄
印
信
（
一
四
八
函
７５
﹇
１０
﹈（
二
））
一
通

○
江
戸
時
代
元
文
四
年
写
、
密
弁
筆
カ
、
竪
紙
、

（
末
尾
）（
血
脈
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

宥
厳

実
賀

秀
忍
改
忍
賀
宥
盛
改
守
忍
法
性

密
弁
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元
文
四
己未
歳
正
月
十
九
日
受
之
了

２９

真
言
（
一
四
八
函
７５
﹇
１０
﹈（
三
））
一
通

○
江
戸
中
期
写
、

３０

持
戒
清
浄
印
明
口
訣
（
一
四
八
函
７５
﹇
１１
﹈）
一
冊

○
江
戸
時
代
延
享
三
年
写
、
袋
綴
装
、
朱
引
、
朱
句
切
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
、
延
享
三
年
）、

（
血
脈
）血

脈

文
殊
師
利

明
恵
上
人

照
空
上
人

義
淵
房

盛
遍
上
人

円
光
良
含
上
人

了
照
上
人

法
円
上
人

本
地
上
人

善
暁
上
人

（
マ
マ
）

行
願
房

玄
海
上
人

本
如
上
人

湛
睿
大
徳

高
尊

牋
尋
大
徳

祐
弼

凝
心
大
徳

高
溢

宝
一

実
朝

重
譽

（
奥
書
）
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享
保
二
十
龍
飛
乙
卯
七
月
三
日
於
紀
州
有
田
郡
石
牆
庄

生
命
山
醫
王
院
書
写
之
奉
納
栖
原
施
無
畏
寺
峯

之
坊
了

當
國
那
賀
郡
荒
河
産
沙
彌
証
阿
四
十
五

載

延
享
三
丙
寅
龍
會
九
月
上
旬
右
峯
之
坊
以
テ
御
本
ヲ
書
写
ス
之

同
郡
湯
浅
庄
護
國
山
満
願
寺
ニ
納
之
了

同
國
高
野
嶺
「（
朱
消
）

施
」
於
龍
生
精
舎
書
写
之
了

３１

血
脈
（
一
四
八
函
７５
﹇
１２
﹈）
一
通

○
江
戸
時
代
宝
暦
七
年
写
、
宥
深
筆
、
切
紙
、

（
血
脈
）血

脈

文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

菊
渕

宥
厳

実
賀

池
上
成
就
院

秀
忍
改
忍
賀

同
成
願
寺

宥
盛
改
守
忍
法
住
坊

法
性

真
乗
院
僧
正

宥
証
元
文
四
正
月
十
七
日

栂
尾
山
報
恩
院

宥
深
宝
暦
七
少
八
月
五
日

于
時
宝
暦
七
年
正
ノ
八
月
五
日
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真
乗
院
宥
証
僧
正
奉
伝
受
畢末

資
宥
深

３２

栂
尾
伝
受
目
六
（
一
四
八
函
７８
﹇
２
﹈）
一
通

○
江
戸
時
代
万
治
二
年
写
、
琳
弁
筆
、
切
紙
、
押
界
、
無
点
、

栂
尾
伝
受
目
六

一
光
明
真
言
法

七
種
印
言

一
宝
楼
閣
次
第

広
略
二
本

一
弥
勒
菩
薩
念
誦
次
第

一
阿
字
観
并
秘
口

一
加
持
温
病
法

一
無
縁
葬
作
法

一
持
戒
清
浄
印
信

此
分
上
人
御
制
作

次
第
并
大
事
等
雖

有
之
伝
受
断
絶
了

右
目
録
之
分
于
今

相
承
之
了
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金
剛
仏
子
顕
証

（
奥
書
）

万
治
二
年
正
月
十
一
日
初
夜

顕
証
御
房
以
御
自
筆
本

於
尊
寿
院
書
之
了

秘
密
乗
琳
弁

３３

持
戒
清
浄
印
信
（「
諸
法
雑
々
」
ノ
内

一
五
七
函
３３
﹇
８
﹈）
一
通

○
江
戸
時
代
文
化
五
年
写
、
慧
友
筆
、
竪
紙
、
無
点
、

（
包
紙
上
書
）（
朱
書
）

性
案
之
本

持
戒
清
浄
大
事

（
包
紙
内
書
）

大
聖
文
殊
告
曰

口
伝
云

末
代
四
部
弟
子
破
戒
ナ
ル
故

此
持
戒
清
浄
秘
印
汝
ニ
授
ナ
リ
也
世
ニ

流
布
シ
テ
有
情
ヲ
利
益
ス
ヘ
シ
此
戒
ハ
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仏
性
無
漏
ノ
三
昧
耶
戒
秘
密
印

明
也
云
々
紀
州
白
上
峯
松
木
本
ニ
テ

親
大
聖
文
殊
菩
薩
影
向
ア
リ
テ

明
恵
上
人
ニ
授
与
訖

凡
此
文
言
如
本
之
印
信
之
嚢
紙

写
之
了

授
与

畢

（
印
信
血
脈
）

血
脈

文
殊
師
利
菩
薩

高
弁
上
人

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

真
浄
上
人
之
事
カ

定
秀

然
経

栄
済

信
厳

宏
盛

弁
智

宥
厳
僧
正

菊
渕

顕
証

永
弁

詮
弁○

宥
弁

密
弁

密
雅

僧
護

定
淵

（
奥
書
）
文
化
五
年
戌
辰
八
月
四
日
授
与
于
定
淵
沙
彌
畢

伝
法
大
阿
闍
梨
耶
�
蒭
僧
護
（
花
押
）
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以
上
三
十
三
点
が
現
在
ま
で
に
見
出
す
こ
と
の
出
来
た
高
山
寺
に
現
存
す
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
写
本
類
で
あ
る
。

一
言
し
て
お
く
と
、
２９
は
印
信
に
示
さ
れ
た
真
言
の
み
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
、
厳
密
に
は
「
持
戒
清
浄
印
信
」
そ
の

も
の
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
３２
の
「
梅
尾
伝
受
目
六
」
も
単
に
書
名
を
抜
き
出
し
て
あ
る
だ
け
な
の
で
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
資
料
は
本
奥
書
の
記
事
に
「
上
人
御
制
作
次
第
并
大
事
等
雖
有
之
伝
受
断
絶
了
」
と
い
う
江
戸
時
代
初
期

の
仁
和
寺
の
顕
証
に
よ
る
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
恵
上
人
が
制
作
し
た
（
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
）
次
第
や

大
事
な
ど
が
、
い
つ
か
の
時
期
に
高
山
寺
内
に
お
い
て
伝
受
が
行
わ
れ
ず
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
に
、
今
回
注
目
し
て
い
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
伝
受
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
顕
証
に

よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
非
常
に
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
高
山

寺
に
お
け
る
こ
れ
ら
次
第
・
大
事
等
の
伝
受
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
の
で
「
持
戒
清
浄
印
信
」
関
係
資

料
と
し
て
含
め
る
こ
と
と
し
た
。

以
下
、
こ
の
資
料
群
を
基
と
し
て
、
高
山
寺
に
お
け
る
こ
の
印
信
の
持
つ
特
徴
と
資
料
の
性
格
、
ま
た
そ
の
資
料
に
対

す
る
高
山
寺
僧
の
認
識
の
変
遷
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三

書
名
に
つ
い
て

納
冨
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（
１０
）、
高
山
寺
蔵
本
も
書
名
は
不
統
一
で
あ
る
。
今
、
上
記
で
取
り
上
げ
た
高
山

寺
蔵
の
す
べ
て
の
資
料
を
外
題
で
整
理
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
包
紙
等
に
書
き
付
け
ら
れ
た
書
名
は

除
外
し
た
。
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持
戒
清
浄
印
信

２

３

７

１１

１３

１５

１８

２０

２２

２４

２６

２８

３３

持
戒
清
浄
印
信
血
脈

１６

持
戒
清
浄

８

持
戒
清
浄
印
明
口
訣

３０

梵
網
菩
薩
戒
本
印

１

梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
印

４

５

６

こ
の
よ
う
に
や
は
り
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
い
う
題
を
有
す
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
同
類
の
資
料
と
す
る
に
は

不
統
一
で
あ
る
中
で
、
す
べ
て
を
い
わ
ゆ
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
考
え
て
も
よ
い
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
は
そ
の
印
明
の
元
と
な
っ
た
本
説
が
あ
る
事
に
依
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
白
上
で
修
行
中
の
明
恵
上
人
の
元
に
、「
無
量
無
辺
の
世
界
の
一
切
衆
生
に
持
戒
清
浄
の
大
利
益
を
与
え
る
た
め
」

文
殊
菩
薩
が
示
現
し
、
こ
の
印
明
を
授
け
た
こ
と
が
書
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る（
１１
）。
し
か
し
、「
梵
網
菩
薩
戒
」
系
統

の
書
名
を
有
す
る
も
の
も
存
在
し
て
い
る
の
は
や
は
り
不
審
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
文
殊
菩
薩
信
仰
も
梵
網
菩
薩
戒

に
つ
い
て
も
、
明
恵
上
人
の
初
期
の
修
行
が
華
厳
宗
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
い
ず
れ
の
書
名
で
も
矛
盾
が

な
い
。

上
記
資
料
群
の
共
通
性
を
考
え
る
上
で
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
ほ
ぼ
同
列
に
扱
う
こ
と
の
で
き
る
内
容
面
で
の
定
義
を

検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

一

書
名
か
ら
明
ら
か
な
も
の
。
題
に
「
持
戒
清
浄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
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二

印
明
、
す
な
わ
ち
、
印
相
と
そ
れ
に
対
す
る
陀
羅
尼
を
備
え
て
い
る
こ
と

三

明
恵
上
人
が
文
殊
菩
薩
か
ら
こ
の
印
明
を
授
か
っ
た
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と

以
上
の
三
点
を
有
す
る
も
の
を
「
持
戒
清
浄
印
信
」
類
と
定
義
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

一
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
外
題
・
内
題
あ
る
い
は
包
紙
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
必
須
の
条

件
と
な
る
。
二
も
明
恵
上
人
が
文
殊
菩
薩
か
ら
授
け
ら
れ
た
印
明
を
記
し
て
い
る
こ
と
は
内
容
面
か
ら
見
て
必
要
条
件
で

あ
る
。
三
の
文
殊
菩
薩
示
現
の
説
話
は
濃
淡
の
差
は
あ
れ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
が
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
必
ず
し
も
「
持
戒
清
浄
印
信
」
あ
る
い
は
「
持
戒
清
浄
印
明
」
と
い
う
書
名
を
持
た
な
く
と
も
、
内
容
的
に
合
致

す
る
条
件
を
有
す
る
、
二
ま
た
は
三
の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、「
梵
網
菩
薩
戒
本
印
」、

「
梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
印
」
な
ど
も
「
持
戒
清
浄
印
信
」
類
と
し
て
お
く
。

逆
に
、
印
明
の
本
説
で
あ
る
、「
観
自
在
菩
薩
�
�
多
�
随
心
陀
羅
尼
経
」
の
引
用
や
、
本
来
は
口
伝
で
伝
え
ら
れ
た

も
の
が
い
つ
・
い
か
な
る
理
由
か
ら
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど
は
、
宗
教
史
的
観
点
か

ら
は
意
味
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
有
無
に
関
し
て
は
問
題
と
し
な
い
。
何
故
な
ら
記
録
で
は
相
当

早
い
時
期
に
す
で
に
印
信
の
み
を
抜
き
書
き
し
て
広
め
た
場
合
が
知
ら
れ
て
い
る
（
１１９
頁
）
の
で
、
そ
の
一
類
型
と
考
え

た
い
。

そ
の
他
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
特
徴
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
な
も
の
と
し
て
以
下
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

四

文
殊
菩
薩
に
始
ま
る
血
脈
を
有
す
る
こ
と

こ
の
血
脈
は
、
上
記
の
条
件
を
満
た
す
「
持
戒
清
浄
印
信
」
類
と
認
定
し
た
資
料
に
は
ほ
ぼ
必
ず
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
て
次
の
�
、
�
の
特
徴
が
あ
る
。
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�

文
殊
師
利
菩
薩
か
ら
始
ま
り
、
明
恵
上
人
・
・
・
と
続
く
も
の

さ
ら
に
こ
の
血
脈
に
は
、

Ａ

定
真

仁
真

経
弁
・
・
・
と
続
く
も
の

Ｂ

霊
典

明
悟

良
含
・
・
・
と
続
く
も
の

に
分
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
高
山
寺
開
祖
で
あ
る
明
恵
上
人
の
弟
子
の
内
、
方
便
智
院
第
一
世
で
あ
る
空
達
房
定
真
に
伝
授

し
た
系
統
と
、
覚
薗
院
第
一
世
で
あ
る
義
淵
房
霊
典
へ
と
伝
授
し
た
系
統
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ

う
な
血
脈
も
見
ら
れ
る（
１２
）。

�

直
接
、
明
恵
上
人
・
・
・
か
ら
始
ま
る
も
の

こ
の
血
脈
で
は
、
明
恵
上
人
か
ら
十
無
盡
院
第
一
世
の
義
林
房
喜
海
へ
続
き
、
恵
月
、
恵
林
と
十
無
盡
院
の
代
々
へ
と

伝
授
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
血
脈
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
先
行
研
究
で
は
文
殊
菩
薩
が
示
現
し
示
さ
れ
た
「
持
戒
清
浄
」
の

印
信
を
、
明
恵
上
人
は
三
人
の
弟
子
に
伝
え
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が（
１３
）、
高
山
寺
本
に
は
そ
の
よ
う
な
血
脈
を

有
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
先
行
研
究
で
も
そ
の
内
実
は
十
分
に
検
討
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
以
下
、
そ
の
問
題

点
を
整
理
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

１

書
名
と
血
脈
の
関
係

納
冨
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば（
１４
）、
血
脈
を
有
し
て
い
る
六
本
の
う
ち
、
鎌
倉
・
浄
光
明
寺
蔵
本
「
梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
」

と
、
横
浜
・
宝
生
寺
蔵
本
「
持
戒
清
浄
口
伝
」
の
二
本
が
、
文
殊
師
利
菩
薩

明
恵
上
人

義
林
上
人

恵
月
（
日
）
上
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人
・
・
・
と
い
う
血
脈
を
有
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
高
山
寺
蔵
本
に
そ
の
よ
う
な
血
脈
を
持
つ
資

料
は
ひ
と
つ
も
存
在
し
な
い
。
わ
ず
か
に
、
文
殊
菩
薩
か
ら
は
始
ま
ら
ず
、
明
恵
上
人

義
林
上
人

恵
月
上
人
・
・
・

と
続
く
の
が
（
１
、
４
、
５
）（
前
掲
の
資
料
一
覧
番
号
に
よ
る
。
以
下
同
）
の
三
本
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
唯
一

（
１０
）
だ
け
は
文
殊

明
恵
上
人

義
林
上
人
と
続
く
が
、
実
際
に
相
承
し
て
い
く
の
は
義
林
房
喜
海
と
並
列
に
記
さ
れ

た
空
達
房
定
真
の
法
脈
で
あ
っ
て
、
義
林
上
人
は
単
独
で
記
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
て
お
り
不
審
で
あ
る
。

２

伝
授
の
実
態
を
示
す
資
料
が
な
い

明
恵
上
人
か
ら
い
ず
れ
の
弟
子
に
対
す
る
伝
受
も
そ
の
確
実
な
記
録
が
高
山
寺
内
外
に
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
称
名
寺
の

湛
睿
が
上
洛
の
途
上
で
初
め
て
筆
録
し
た
も
の
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
１５
）。
湛
睿
を
遡
る
と
記
録
上
は
覚
薗
院

の
開
祖
義
淵
房
霊
典
に
辿
り
着
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
存
資
料
で
の
血
脈
上
で
の
こ
と
で
、
い
わ
ば
状
況

証
拠
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
現
存
す
る
資
料
と
の
関
係
で
見
れ
ば
、「
持
戒
清
浄
印
信
」
現
存
本
は
す
べ
て
湛
睿
ま
で
し

か
遡
上
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
方
便
智
院
系
統
の
空
達
房
定
真
や
十
無
盡
院
系
統
の
義
林
房
喜
海
な
ど
か
ら

続
く
確
実
な
資
料
や
記
録
は
血
脈
以
外
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
状
況
証
拠
す
ら
も
存
在
し
な
い
。

３
「
持
戒
清
浄
印
信
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
と
の
関
係

数
種
類
あ
る
写
本
の
内
で
詳
細
な
記
事
を
持
つ
も
の
の
中
に
は
、
こ
の
印
信
が
高
山
寺
に
お
い
て
は
、
高
山
寺
覚
薗
院

の
第
一
世
義
淵
房
霊
典
が
何
ら
か
の
「
記
」
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（
１６
）。
ま
た
、
覚
薗
院
第
二
世
の

明
悟
上
人
（
盛
遍
）
は
、
後
世
多
く
書
写
さ
れ
て
い
る
基
本
と
な
っ
た
印
明
だ
け
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
を
初
め
て
作
成
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し
て
、
そ
れ
を
所
望
す
る
人
々
に
授
け
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
１７
）。
さ
ら
に
は
、
覚
薗
院
第
四
世
で
あ
る
照
空
上

人
と
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
関
係
を
示
す
記
載
も
あ
る（
１８
）。

こ
の
よ
う
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」
に
よ
る
内
部
徴
証
か
ら
は
、
こ
の
印
信
の
伝
授
が
覚
薗
院
の
代
々
、
つ
ま
り
霊
典

明
悟
（
顕
恵

記
録
な
し
）
照
空
の
よ
う
に
相
承
さ
れ
、
内
容
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
跡
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
方
便
智
院
の
空
達
房
定
真
を
開
祖
と
す
る
代
々
、
十
無
盡
院
の
義
林
房
喜
海
の
代
々
に
関
し
て
は
、
血
脈

以
外
の
記
録
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

４

口
伝
が
義
林
房
喜
海
に
も
伝
授
さ
れ
た
の
な
ら
、
喜
海
撰
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
明
恵
上
人
行
状
」
等
に
も
言
及
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
ま
っ
た
く
見
え
て
い
な
い
。
喜
海
に
よ
る
原
資
料
に
後
世
大
幅
に
加
筆
・

増
補
さ
れ
た
「
明
恵
上
人
伝
記
」
で
は
、
文
殊
菩
薩
示
現
説
話
が
高
山
寺
石
水
院
で
の
出
来
事
と
し
て
意
図
的
に
挿
入
さ

れ
て
い
る（
１９
）こ
と
も
不
審
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
明
恵
上
人
行
状
」
の
筆
録
者
と
さ
れ
て
い
る
義
林
房
喜
海
の
周
辺
に

は
、「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
録
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。

結
論
は
に
わ
か
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
印
信
は
明
恵
上
人
か
ら
複
数
の
弟
子
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は

必
ず
し
も
否
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
記
録
・
伝
承
、
あ
る
い
は
流
布
し
て
い
っ
た
の
は
、
覚
薗
院
の
代
々

の
み
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
調
査
を
続
行
し
て
い
き
た
い
。
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四

資
料
の
時
代
的
偏
在

前
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
高
山
寺
に
は
多
く
の
「
持
戒
清
浄
印
信
」
が
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
記
録
上
そ
の

足
跡
は
辿
る
の
が
難
し
い
。
例
え
ば
、
高
山
寺
聖
教
目
録
の
江
戸
時
代
以
前
に
作
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
古
目
録
」
と
称

さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
現
在
少
な
く
と
も
二
十
六
点
の
聖
教
目
録
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
高
山
寺
の
い
わ
ば
「
主

要
な
」（
２０
）目
録
に
は
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
い
う
書
名
は
全
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
可
能
性
が
あ
る
聖
教
目
録

は
、『
法
皷
台
聖
教
目
録
』
下
巻
の
江
戸
時
代
後
補
分
、『
方
便
智
院
聖
教
目
録
』
の
寛
永
期
作
成
分
（
い
わ
ゆ
る
新
目

録
）、
古
文
書
を
集
成
し
た
『
�
入
子
六
合
目
録
』、
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
い
ず
れ
の
目
録
に
も
上
述
し
た
三
十
三
点
の

「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
関
係
の
あ
る
書
名
は
見
出
さ
れ
な
い
。

た
だ
、
可
能
性
が
否
定
し
き
れ
な
い
の
は
『
法
皷
台
聖
教
目
録
』
下
巻
の
江
戸
時
代
寛
永
期
に
作
成
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
は
下
巻
の
巻
末
に

古
目
録
下
巻
紛
失
之
間

任
聖
教
之
見
在
新
補
其

闕
了
再
校
之
日
分
部
類

可
書
改
之
者
也

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
こ
の
目
録
の
下
巻
だ
け
は
本
来
の
鎌
倉
時
代
の
聖
教
目
録
と
は
異
な
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
残
さ

れ
た
聖
教
等
を
類
聚
し
て
新
た
に
作
成
し
直
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
下
巻
部
分
、「
第
三
十
二
」

に
所
属
す
る
書
名
の
一
覧
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」
に
関
連
し
た
書
名
は
な
い
も
の
の
、「
印
信
等
」
と
い
う
書
名
で
四
点
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も
登
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
三
十
二
箱
の
６

１２

１３

６５
号
）。
中
に
は
「
印
信
等
三
結
／
一
結
七
十
紙
／
一
結

卅
三
紙
／
一
結
卅
五
巻
」（
６
号
）
と
膨
大
な
量
が
一
括
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
の
中
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」

が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
書
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
以
上
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
主
と
し
て
江
戸
時
代
に
い
く
つ
か
の
有
力
な
僧
房
が
相
当
量
の
蔵
書
を
有
し
て
い
て
そ
れ
に

つ
い
て
の
聖
教
目
録
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
奥
田
勲
氏
に
よ
れ
ば
、『
高
山
寺
地
蔵
院
聖
教

目
録
』（
第
四
部
一
三
五
函
１４
）
は
冊
子
本
袋
綴
装
の
一
冊
本
で
あ
る
が
、
高
山
寺
の
僧
房
で
あ
る
地
蔵
院
の
蔵
書
目
録

で
あ
り
、
同
じ
く
第
四
部
一
三
五
函
の
２３
号
の
『
目
録
』
一
冊
は
表
紙
に
「
善
財
院
」
と
あ
り
、「
善
財
院
の
所
蔵
目
録

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る（
２１
）。
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
聖
教
目
録
に
類
す
る
も
の
が
あ
る
由

で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
所
未
見
で
あ
る
。

そ
の
後
の
所
蔵
に
つ
い
て
の
記
録
は
多
く
は
な
い
が
、
明
治
十
八
年
に
当
時
の
高
山
寺
住
職
で
あ
る
錦
小
路
証
成
師
に

よ
り
『
宝
物
寄
附
物
古
文
書
什
物
取
調
牒
』
と
い
う
所
蔵
目
録
が
作
成
さ
れ（
２２
）多
く
の
寺
宝
が
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
も
「
持
戒
清
浄
印
信
」
類
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。「
印
信
」
類
の
記
録
は
数
カ
所
に
あ
り
そ
れ
ら
は
恐
ら
く

は
、
江
戸
時
代
初
期
に
新
調
さ
れ
た
法
皷
台
聖
教
目
録
下
巻
の
記
事
に
あ
る
も
の
と
一
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
書
名
の
特
定
は
不
可
能
な
の
は
変
わ
り
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
高
山
寺
に
現
存
す
る
古
目
録
・
記
録
類

で
こ
の
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
所
蔵
を
辿
る
こ
と
は
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
機
会
が
あ
れ
ば
先
に
述
べ
た
江

戸
時
代
に
係
る
僧
房
に
付
属
す
る
聖
教
目
録
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

納
冨
・
田
中
両
氏
が
紹
介
さ
れ
た
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
資
料
群
は
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
等
で
検
す
る
に
高
野
山
の

い
く
つ
か
の
子
院
に
複
数
点
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
高
山
寺
の
量
に
は
全
く
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
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も
、
中
世
の
前
期
ま
で
は
高
山
寺
に
は
全
く
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
こ
の
印
信
類
が
室
町
後
期
以
降
に
急
激
に
そ
の
数
を
増

加
さ
せ
て
い
る
の
は
通
常
で
は
理
解
し
が
た
い
。
以
下
、
こ
の
時
代
的
に
偏
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
多
く
の
資
料
が
高
山
寺
経
蔵
に
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
書
写
時
期
が
中
世
極
末
期

か
ら
近
世
初
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
本
資
料
群
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
見
や
す
い
よ
う
に
年
表
形
式

の
一
覧
に
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
掲
載
の
基
準
は
、
三
十
三
点
の
資
料
を
書
写
年
代
の
古
い
順
に
並
べ
直
し
、
書
写
年

代
の
西
暦
・
和
暦
を
示
す
。
年
代
不
明
の
も
の
は
血
脈
等
で
推
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
該
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
位
置
に
置
く
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
番
号
・
書
名
・
員
数
を
示
し
、
書
写
者
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
（
ま
た
は

推
定
さ
れ
る
場
合
は
推
定
筆
者
も
）
は
次
欄
に
示
し
た
。
ま
た
、
書
写
者
と
は
別
に
伝
授
に
関
す
る
奥
書
を
有
し
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
の
伝
授
（
受
）
の
流
れ
を
示
し
、
そ
の
他
一
覧
す
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
等
に
つ
い
て
は
「
備

考
」
と
し
て
示
す
こ
と
と
し
た
。

こ
の
表
１
に
纏
め
た
よ
う
に
高
山
寺
現
経
蔵
に
は
、「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
鎌
倉
時
代
に
遡
る
よ
う
な
古
い
写
本
は
存

在
し
な
い
。
金
沢
文
庫
本
は
首
尾
欠
の
零
本
で
は
あ
る
が
「
金
沢
本
の
書
写
年
代
は
延
文
よ
り
、
そ
れ
ほ
ど
下
ら
ぬ
」
と

さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
十
四
世
紀
中
頃
の
書
写
と
相
当
に
古
い
時
期
に
遡
れ
る（
２３
）。
対
す
る
高
山
寺
本
は
、（
資
料

番
号
４
）
が
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
と
い
う
現
存
諸
本
の
中
で
は
最
古
の
年
紀
を
持
つ
も
の
で
、
金
沢
本
よ
り
一
世
紀

近
く
新
し
い
こ
と
に
加
え
て
書
名
も
「
梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
印
」
の
よ
う
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
書
名
を
持
つ
最
古
の
資
料
は
さ
ら
に
遅
れ
て
（
１３
）
の
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
宏
盛
書
写
本
で

あ
る
。
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そ の 他

尾崎御坊本書写之 真祐

栂地第三箱（別筆）地蔵院

菊渕奥書加筆ヵ

顕証御房以御自筆本於尊寿院書之了

２ノ原本ナルベシ

陀羅尼抜書

顕証本ヲ密弁ガ書写ヵ

真乗院宥証僧正奉伝受筆 末資宥深

３ノ写本

伝 受

宏盛→弁智→秀智

弁智→義性

弁智→菊渕

弁智→菊渕

弁智→菊渕→俊意

弁智→菊渕 宥厳→公意

菊渕→俊意

弁智→菊渕→堯譽

宥証→宥深

慧友→定淵

書 写 者

真祐

宏盛

宏盛

栄済

弁智

弁智

弁智

弁智

弁智

弁智

菊渕

菊渕

堯譽筆ヵ

公意

永弁

永弁ヵ

琳弁

静守（孝源）筆ヵ

密弁

密弁ヵ

宥深

慧友筆

慧友
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員 数

一巻

一通

一紙

一通

一巻

一紙

一紙

一通

一紙

一通

一紙

一紙

一通

一紙

一通

一通

一通

一巻

一紙

一通

一通

一通

一冊

一紙

一通

一通

一通

一冊

一通

一帖

一帖

一紙

一通

資 料 名

梵網菩薩戒本印明印

持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

梵網菩薩戒本印明印

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

梵網菩薩戒本印明印

持戒清浄印信

持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

梅尾伝受目六

持戒清浄私

持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

真言

持戒清浄印信血脈

持戒清浄印信

持戒清浄印信口訣

血脈

梵網菩薩戒本印傳流

持戒清浄印信傳流

持戒清浄口決包紙

持戒清浄印信

番 号

４

１１

１２

１３

５

１０

１４

１５

１７

１８

１９

２３

２０

２１

２２

６

２４

７

２５

２６

３２

８

３

２７

２９

１６

２８

３０

３１

１

２

９

３３

和 暦

永 享 九

天 文 元 年

天 文 元 年

天正十五年

天正十五年

慶 長 二 年

慶 長 二 年

慶 長 二 年

慶 長 二 年

元 和 七 年

元 和 八 年

元 和 八 年

寛永十三年

正 保 四 年

正 保 四 年

万 治 二 年

寛 文 五 年

元 文 四 年

延 享 三 年

宝 暦 七 年

明 和 頃

明 和 頃

文 化 五 年

西 暦

１４３７

室町末期

１５３２

１５３２

室町末期

室町末期

１５８７

１５８７

１５９７

１５９７

１５９７

１５９７

１６２１

１６２２

１６２２

江戸初期

１６３６

１６４７

江戸初期

１６４７

１６５９

１６６５

江戸中期

江戸中期

江戸中期

江戸中期

１７３９

１７４６

１７５７

１７６４

１７６４

江戸末期

１８０８

表１ 「持戒清浄印信」年表
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そ
の
後
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
書
写
、
伝
受
さ
れ
た
資
料
が
集
中
的
に
現
れ
る
こ
と
は
、
高

山
寺
経
蔵
に
お
け
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
類
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
言
え
る
。

ま
ず
、
室
町
時
代
後
期
十
五
世
紀
に
は
高
雄
密
蔵
院
の
僧
栄
済
が
印
信
を
書
写
し
（
１０
、
１１
）、
信
厳

宏
盛

�
怡

菊
渕
へ
と
伝
受
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
資
料
群
は
、
包
紙
（
１０
）
は
菊
渕
筆
に
係
る
も
の
で
、（
１１
）
は
宏
盛
筆
か
ら
の

転
写
本
（
書
写
者
は
不
明
）
の
血
脈
部
分
に
菊
渕
が
伝
領
し
書
き
継
い
で
い
っ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
印
信
は
仁
和
寺
・
高
山
寺
観
海
院
兼
帯
の
僧
侶
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
判
る
。

次
に
天
文
元
年
仁
和
寺
心
蓮
院
、
高
山
寺
観
海
院
九
世
兼
帯
の
僧
宏
盛
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
一
群
の
資
料
（
１２
・
１３
）

は
、
後
に
宏
盛
か
ら
高
山
寺
善
財
院
代
々
の
弁
智

秀
智
へ
と
相
承
さ
れ
て
い
く
。

年
紀
は
不
明
な
が
ら
（
５
）
も
元
は
こ
の
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
巻
末
血
脈
は
明
恵

上
人
か
ら
信
厳
ま
で
は
本
文
と
同
筆
で
あ
り
、
以
後
の
僧
侶
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
筆
跡
で
加
筆
さ
れ
て
い
る
（
少
な
く
と

も
四
筆
以
上
）
こ
と
か
ら
、
伝
領
し
た
僧
侶
に
よ
っ
て
次
々
に
血
脈
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
の
資
料
に
は
途
中
の
血
脈
に
本
来
あ
っ
た
僧
侶
二
名
を
何
者
か
が
擦
り
消
し
て
別
の
血
脈
を
作
成
し
よ
う

と
し
た
後
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
擦
り
消
さ
れ
た
最
後
の
僧
名
は
「
竺
譽
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
時
代
的
に
は
高
山
寺
善

財
院
八
世
で
あ
っ
た
竺
譽
の
生
存
年
代
（
―
一
五
一
七
年
没
）
を
上
限
と
す
る
年
代
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

こ
の
時
期
、
天
正
十
五
年
か
ら
慶
長
二
年
に
か
け
て
高
山
寺
善
財
院
十
世
の
弁
智
に
よ
り
複
数
回
書
写
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
１４

１５

１７

１８

１９

２３
）。
現
存
資
料
か
ら
見
る
限
り
（
欠
失
し
て
い
る
も
の
が
な

い
と
仮
定
し
て
）、
基
本
的
に
は
師
が
弟
子
に
対
し
て
、
こ
の
印
信
を
た
だ
一
度
伝
授
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
弁
智
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
の
「
異
例
」
さ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
末
期
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に
お
い
て
は
高
山
寺
で
は
各
僧
房
、
あ
る
い
は
仁
和
寺
の
僧
侶
の
間
で
も
多
く
の
書
写
・
伝
授
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
書
写
が
多
い
こ
と
が
高
山
寺
に
お
け
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
量
的
側
面
（
他

寺
に
比
し
て
現
存
量
が
多
い
こ
と
）
の
特
徴
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
か
け
て
も
多
く
の
書
写
・
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
江
戸
時
代
初
期
に
は

多
く
の
僧
侶
に
よ
り
書
写
、
伝
授
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
元
和
年
間
に
高
山
寺
三
尊
院
十
一
世
菊
渕
が
、
慶
長
二
年
に

弁
智
か
ら
承
け
た
印
信
の
包
紙
と
と
も
に
印
信
の
本
体
を
書
写
し
同
じ
く
三
尊
院
の
俊
意
に
伝
授
す
る
。
元
和
八
年
に
は

俊
意
に
授
け
た
も
の
と
同
じ
印
信
を
書
写
し
、
堯
譽
に
も
授
け
て
い
る
。
堯
譽
の
事
績
に
つ
い
て
は
現
在
の
所
不
明
で
あ

り
、
そ
の
師
資
関
係
も
菊
渕
を
師
と
す
る
こ
と
以
外
判
明
し
て
い
な
い
。
寛
永
年
間
に
は
、
現
存
奥
書
か
ら
は
善
財
院
十

二
世
の
公
意
に
よ
る
伝
受
が
残
さ
れ
て
い
る
（
２３

２４
）。
ま
た
、
こ
の
一
覧
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
が
、
こ
の
時
期
、

仁
和
寺
法
住
庵
・
高
山
寺
兼
帯
の
顕
証
に
よ
る
経
蔵
整
備
が
行
わ
れ
、
同
時
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
書
写
も
積
極
的
に

実
施
し
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
本
奥
書
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
（
２

３

５

７

１６

３２

３３
）。
顕
証
は
孝

源
、
琳
弁
、
永
弁
を
資
に
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が（
２４
）。
と
も
に
顕
証
本
を
書
写
し
て
お
り
、
顕
証
自
筆
本
は
現

存
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
転
写
本
が
こ
の
よ
う
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
顕
証
の
法
脈
を
ひ
く
三
名
の
内
で
、

孝
源
の
み
仁
和
寺
真
乗
院
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
後
の
二
名
は
仁
和
寺
と
の
関
係
が
深
い
と
い
う
以
外
は
不

明
で
あ
る
。

江
戸
時
代
中
期
に
な
っ
て
も
顕
証
の
法
流
を
く
む
僧
侶
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
資
料
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
中
で
も
、

十
無
盡
院
・
善
財
院
・
三
尊
院
兼
帯
の
密
弁
が
複
数
の
書
写
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

見
ら
れ
た
よ
う
な
伝
授
を
伴
う
書
写
が
ほ
と
ん
ど
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
こ
の
期
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。（
３１
）
の
資
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料
は
血
脈
と
奥
書
の
み
記
さ
れ
た
も
の
で
直
接
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
は
関
係
な
い
が
、
血
脈
そ
の
も
の
は
明
ら
か
に

「
文
殊
菩
薩

明
恵
上
人
・
・
・
」
と
あ
る
の
で
明
ら
か
に
こ
の
印
信
の
相
承
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

奥
書
に
は

于
時
宝
暦
七
年
正
ノ
八
月
五
日

真
乗
院
宥
証
僧
正
奉
伝
受
畢末

資
宥
深

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宥
証
か
ら
伝
授
を
う
け
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
中
期
は
他
の
記
録
か

ら
も
多
く
の
僧
房
の
相
承
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
そ
の
ま
ま
江
戸
時
代
後
期
以
降
に
も
続
い

て
い
く
。

江
戸
時
代
末
期
に
は
顕
証
と
同
様
に
高
山
寺
聖
教
の
整
理
・
整
備
に
尽
力
し
た
慧
友
に
よ
る
書
写
伝
授
が
行
わ
れ
て
い

る
の
が
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
慧
友
は
十
無
盡
院
二
十
一
世
、
三
尊
院
十
九
世
の
兼
帯
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
方

便
智
院
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
称
し
て
い
る
こ
と
も
現
経
蔵
の
資
料
で
確
認
出
来
る（
２５
）。

そ
の
後
高
山
寺
に
お
い
て
は
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
相
承
は
途
絶
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
印
信
に
関
わ
る
資
料
は
、
量
的
に
は
他
の
社
寺
に
は
例
を
見
な
い
ほ
ど
多
く
の
資
料
が

現
存
し
て
い
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
時
代
的
に
は
、
中
世
後
期
か
ら
江
戸
時
代
末
期
に
か
け
て
書
写
・
伝
授

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
極
初
期
に
か
け
て
の
相
承
が

非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
際
だ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
ら
資
料
に
記
載
さ
れ
た
僧
侶
に
つ
い
て
の
事
績
を
見
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て
い
く
こ
と
と
し
、
持
戒
清
浄
印
信
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

五

書
写
と
相
承
に
つ
い
て

前
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
に
遡
る
資
料
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
中
世
か
ら
近
世
を
通
し
て
相
当
数
の

書
写
が
繰
り
返
さ
れ
、
こ
れ
が
伝
受
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
も
、
高
山
寺
の
僧
房
の
み
な
ら
ず
仁
和

寺
の
僧
侶
が
相
当
数
含
ま
れ
微
妙
に
交
錯
し
て
お
り
、
か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
印
信
の
書
写
者
か
ら
見
て
い
く
と
、
真
祐
、
宏
盛
、
栄
済
、
弁
智
、
菊
渕
、
堯
譽
、
公
意
、
永
弁
、
琳
弁
、
静

守
、
密
弁
（
推
定
）、
宥
深
、
慧
友
の
十
三
名
の
僧
侶
が
み
ら
れ
る
が
、
中
で
も
弁
智
が
多
く
の
印
信
を
書
写
し
て
い
る

こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
他
に
資
料
の
伝
授
奥
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
て
実
際
に
こ
の
印
信
を
伝
受
さ
れ
た
僧
侶
に
は
、
先
述
し
た

書
写
者
を
除
く
と
、
新
た
に
秀
智
、
義
性
、
俊
意
、
宥
厳
、
宥
証
、
定
淵
の
六
名
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
書
写
・
伝
授
奥
書
に
は
名
前
が
見
ら
れ
な
い
が
、
血
脈
中
に
記
載
さ
れ
た
僧
侶
で
高
山
寺
と
関
わ
り

が
深
い
の
は
、
宗
弁
、
然
経
、
信
厳
、
竺
譽
、
顕
証
、
弁
助
、
禅
雅
、
�
怡
、
秀
忍
が
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
合
わ
せ
て
二
十
八
名
の
僧
侶
の
生
没
（
生
存
）
年
代
、
寺
院
、
塔
頭
の
名
称
お
よ
び
塔
頭
に
お
け
る

代
々
の
位
置
、
師
資
関
係
に
つ
い
て
一
覧
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
記
載
の
順
は
生
存
年
代
が
明
ら
か
な
者
は
上
位
に
、
不

明
確
な
者
は
師
資
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
そ
の
先
後
関
係
を
適
宜
判
断
す
る
こ
と
と
し
た（
２６
）。
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宗
弁

表
２
で
ま
と
め
た
一
覧
は
、
先
行
研
究
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
僧
侶
で
高
山
寺
に
僧
房
を
も
つ
者
、
あ
る
い
は
極
め
て

関
係
の
深
い
僧
侶
二
十
八
名
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
上
位
に
あ
た
る
の
は
宗
弁
（
乗
意
）
で
あ
る
（
資
料
４
血

脈
）。
宗
弁
は
高
山
寺
三
尊
院
七
世
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
高
山
寺
代
々
記
」（
一
九
九
函
１
）
の
書
き
込
み
に
は
「
当
坊

主
歟

可
考
之
」
と
あ
り（
２７
）、
三
尊
院
代
々
で
あ
る
か
は
疑
問
を
持
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宗
弁
に
つ
い
て
は
他

に
（
５
）
の
血
脈
に
も
恵
浄
上
人
の
次
に
「
乗
意
上
人
」（
宗
弁
の
こ
と
）
と
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
擦
り
消
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
の
か
他
に
資
料
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
不
審
で
あ
る
。
宗
弁
の
師
資
関
係
に

つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
先
の
資
料
で
見
る
限
り
血
脈
上
で
は
恵
浄

乗
意
（
宗
弁
）
真
祐
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
存

本
で
は
乗
意
が
擦
り
消
さ
れ
て
い
る
た
め
師
資
関
係
が
判
然
と
し
な
い
。

高
山
寺
塔
頭
と
代
々

高
山
寺
に
は
、
草
創
期
か
ら
多
く
の
塔
頭
が
存
在
し
、
い
わ
ゆ
る
「
代
々
記
」
と
も
言
え
る
記
録
も
複
数
現
存
し
て
い

る
。
現
在
で
は
高
山
寺
の
僧
房
の
代
々
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
記
録
は
三
点
知
ら
れ
て
い
る
。
書
写
年
代
が
古
い
も
の

か
ら
順
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
２８
）

�
高
山
寺
縁
起

巻
末
付
載
（
仮
称
）「
代
々
記
」

こ
の
資
料
は
「
高
山
寺
縁
起
」（
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
２９９
）
の
巻
末
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
、
こ
の
資
料
自
体
は

室
町
時
代
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）、
方
便
智
院
弁
朝
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査

団
の
発
刊
し
た
『
高
山
寺
資
料
叢
書
』
中
の
「
高
山
寺
縁
起

解
説
」
に
、「
巻
末
付
載
の
高
山
寺
諸
院
歴
住
略
次
第
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（
仮
題
）
は
縁
起
本
文
と
筆
者
を
異
に
し
、
室
町
末
期
に
、
本
書
の
余
白
を
用
ゐ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
、」
と
あ
る

よ
う
に
、
誰
が
、
何
の
た
め
に
こ
の
部
分
に
記
載
し
た
も
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

�
村
上
素
道
師
著
作
付
載
「
高
山
寺
代
々
記
」

村
上
素
道
師
の
資
料
は
、
師
の
著
作
で
あ
る
『
栂
尾
山

高
山
寺
明
恵
上
人
』
巻
末
の
付
録
部
分
（
三
二
八
頁
）
に
「
高
山
寺
代
々

記
」
と
し
て
代
々
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
元
と
な
っ
た
原
資
料
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
村
上
師
の
引
用
末
尾

に
「
寛
永
廿
年
○
月
二
日
書
之
（
高
山
寺
文
書
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
現
在
経
蔵
に
は
見

あ
た
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
他
の
代
々
記
と
比
べ
て
様
々
な
点
に
お
い
て
異
同
が
多
い
が
、
諸
所
に
引
用
さ
れ
て
い

る
。
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
末
尾
の
記
事
を
参
考
に
す
れ
ば
江
戸
時
代
初
期
、
寛
永
年
間
と
な
る
。

�
高
山
寺
代
々
記
（
高
山
寺
蔵
本
）

こ
の
資
料
は
、
す
で
に
宮
澤
俊
雅
氏
に
よ
り
全
文
の
翻
字
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
宮
澤
氏
に
よ
る

解
説
を
略
述
す
る
。

本
書
は
『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
第
四
』
に
『
高
山
寺
代
々
記
』（
第
一
九
九
函
１
号
）
と
し
て
登
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）、
破
裂
汚
損
が
甚
だ
し
く
表
紙
の
外
題
は
「
高
山
寺
」
の
三
字
を
確
認
し
得
る
の
み

で
、
果
し
て
そ
の
下
に
「
代
々
記
」
と
あ
っ
た
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
。
料
紙
も
湿
気
を
吸
い
込
ん
で
か
軟
弱
に
な

っ
て
お
り
、
も
と
は
竪
二
九
・
五
糎
、
横
二
〇
糎
の
袋
綴
装
で
あ
る
が
、
綴
じ
糸
は
全
く
失
わ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙

と
見
做
し
た
最
終
丁
に
見
え
る
「
元
□
二
―
十
」
が
書
写
識
語
と
取
れ
な
く
も
な
く
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
本
書
は
元

文
二
年
（
一
七
三
七
）
か
元
治
二
年
（
一
八
六
五
・
慶
応
元
年
）
の
冬
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
宮
沢
俊
雅
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備考

当坊主ヵ□可考之
（代々記１９９函１）

代々記ニナシ

栂尾岩本房

資

栄済

信厳

宏盛 竺譽 弁海 弁助 弁譽 良祐

禅雅

禅雅 弁智 �怡

禅雅 仁瑜 弁朝

弁朝

義性 菊渕 堯� 秀智 忠俊

菊渕

堯譽 顕証 俊怡

顕証

孝源 琳弁 永弁

快存 盛範 宥源 覚圓

宥深 謙順

凝然 高賢 弘基 証成 定潤 密護
密友 �栄

師

定秀

然経 然範

仲盛 印盛 栄済

信厳 清恵

信厳

信厳

宏盛 竺譽 弁助

慶運 堯運 宏盛 周猷 禅雅

弁智

宏盛 仁瑜 禅雅

弁智

�怡 長任

禅宥 菊渕

寛海 永弁

菊渕

宥厳

菊渕 宥厳

顕証

顕証 宥厳

顕証 実賀 信遍

秀瑜

宥証 宥澄 �幸

謙順 済仁 禅証

慧友
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塔 頭

三尊院七世

善財院七世

観海院
十無盡院八世

密蔵院

心蓮院
観海院八世

善財院八世

心蓮院
観海院九世

密蔵院

善財院九世
地蔵院

善財院十世

心蓮院
観海院十世

善財院十一世

三尊院十一世

三尊院

心蓮院

善財院十二世

法住庵

十無盡院十五世

真乗院

十無盡院十九世
善財院
三尊院十七世

真乗院

報恩院

十無盡院二十一世
三尊院十九世

十無盡院二十二世
三尊院二十世

寺 院

高山寺

高山寺

高山寺

高雄
仁和寺
高山寺
高山寺
仁和寺
高山寺
高雄

高山寺

高山寺

仁和寺
高山寺
高山寺
高山寺
高山寺
仁和寺

高山寺
仁和寺
高山寺

仁和寺
成願寺

高山寺

仁和寺
高山寺

高山寺

高山寺

没年

１４５８

１５０４

１５１７

１５３５

１６６２

１６７８

１８５３

１８１６

存

１４３７

１４４３

１４４０

１４９６

１５２１

１５４４

１５９７

１５８７

１５８０

１６１０

１６３５

１６３２

１６００

１６２２

１６３６

１６９４

１６７２

１６９９

１７０８

１７６０

１７８６

１７５７

生（存）

１３７９

１４００頃
以降存

１４１８

１４２０存

１４５２

１４６７

１４６７

１４９３

１５０６

１５０６

１５６６

１５７６存

１５９２

１５９７

１６２６

１６３１

１６３３（１６３８）

１７１４頃生

１７４０

１７３０

１７７５

１７９４

僧房等

乗意

円証房

観法房

順兼房

明淳房

観意房

法薫房

准后

真性

明俊房

俊意

俊照房

兼性

静守

忍賀

僧敏

僧名

宗弁

真祐

然経

栄済

信厳

竺譽

宏盛

弁助

禅雅

弁智
義性

�怡

秀智
菊渕
俊怡
宥厳
堯譽
公意
顕証
永弁
琳弁
孝源
秀忍

密弁

宥証
宥深

慧友

定渕

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

表２ 「持戒清浄印信」関係僧名一覧
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「
高
山
寺
代
々
記
」（
平
成
六
年
度
「
報
告
論
集
」
５
頁
））

結
局
、
ど
の
記
録
も
高
山
寺
が
全
盛
期
だ
っ
た
時
代
を
大
き
く
離
れ
た
も
の
で
詳
細
は
不
明
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
僧
房
代
々
を
見
る
と
、
大
ま
か
に
は
一
致
し
て
い
る
が
本
文
に
は
異
同
も
多
い
。
明
ら
か
な
誤
写
な
ど

の
小
異
は
別
と
し
て
、
こ
の
諸
院
代
々
を
見
る
と
、
高
山
寺
内
に
は
方
便
智
院
を
始
め
と
し
て
、
観
海
院
、
十
無
盡
院
、

報
恩
院
、
覚
薗
院
、
善
財
院
、
三
尊
院
、
西
本
坊
、
北
坊
な
ど
の
僧
房
が
高
山
寺
草
創
期
の
相
当
早
い
時
期
か
ら
存
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
高
山
寺
の
偉
容
を
し
の
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
僧
房
の
そ
れ
ぞ
れ
が
代
々
相
承
し
て
、
少
な
く

と
も
こ
れ
ら
資
料
が
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
室
町
時
代
末
期
ま
で
存
続
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
現
存
す
る
代
々
記
と
実
際
に
「
持
戒
清
浄
印
信
」
に
記
さ
れ
た
奥
書
や
血
脈
な
ど
に
よ
り
、
僧
侶
の
師
資
関
係

な
ど
を
よ
り
詳
細
に
跡
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
印
信
に
記
載
さ
れ
た
僧
侶
や
僧
房
と
実
際
の
相
承
の
関
わ
り
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
が
、
ま
ず
全
体
を
通
し
た

傾
向
と
し
て
す
ぐ
に
気
づ
く
の
は
、
仁
和
寺
の
僧
侶
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
（
４

７

１２

１６

１９

２２

２５
）
こ
と
で
あ
り
、
当
時
に
あ
っ
て
高
山
寺
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
高
山
寺
僧
房
ご
と
に
見
れ
ば
、
三
尊
院
、
十
無
盡
院
、
観
海
院
、
善
財
院
、
地
蔵
院
に
関
わ
る
僧
侶
が
見
ら
れ
る

が
、
中
で
も
観
海
院
は
八
世
信
厳
か
ら
十
世
�
怡
ま
で
連
続
し
て
相
承
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
（
４

７

１２
）。
他
に

は
善
財
院
は
七
世
真
祐
か
ら
十
一
世
菊
渕
ま
で
の
代
々
を
跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
（
５

６

９

１０

１３
）、
代
々
は

不
明
な
が
ら
そ
の
ほ
か
に
二
人
（
俊
意
、
密
弁
）
も
善
財
院
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
印
信
が
善
財
院
代
々
に
は
大
切
に
扱

わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
三
尊
院
も
多
く
の
僧
名
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
代
々
の
師
資
関
係
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が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
た
め
善
財
院
代
々
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
が
、
実
際
の
「
持
戒
清
浄
印
信
」
で
の
伝
受
か
ら
は
三

尊
院
に
お
い
て
も
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
に
は
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
僧
侶
の
中

か
ら
こ
の
印
信
の
書
写
・
伝
授
に
熱
心
で
あ
っ
た
主
要
な
僧
房
、
僧
侶
を
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

観
海
院
代
々

高
山
寺
観
海
院
は
浄
見
房
行
弁
を
第
一
世
に
も
つ
歴
史
あ
る
塔
頭
で
あ
る
。
別
称
と
し
て
「
中
坊
」
と
も
称
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。
第
一
世
の
行
弁
は
明
恵
上
人
に
古
く
か
ら
随
行
し
て
い
た
弟
子
の
一
人
で
あ
り
、
著
名
な
建
暦
年
間
に
行
わ

れ
た
華
厳
経
書
写
勧
進
に
も
参
加
し
、
霊
典
ら
と
と
も
に
膨
大
な
量
の
華
厳
経
を
書
写
し
て
い
る（
２９
）こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
第
七
世
の
浄
栄
上
人
ま
で
は
相
承
の
記
録
が
見
ら
れ
る
が
、
八
世
の
良
祐
か
ら
は
仁
和
寺
心
蓮
院
と
の

関
わ
り
が
深
く
な
り
、
印
信
の
大
部
分
に
名
前
が
見
ら
れ
る
「
信
厳
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
信
厳
は
元
々
仁

和
寺
心
蓮
院
の
僧
侶
で
あ
る
が
、
応
仁
の
乱
の
戦
乱
を
避
け
て
高
山
寺
観
海
院
へ
と
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
生
没
年
や
活
動
記
録
等
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
高
山
寺
に
と
っ
て
信
厳
の
高
山
寺

入
り
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
山
あ
げ
て
信
厳
の
法
門
と
な
っ
た
こ
と
が
資
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。観

海
院
と
し
て
直
接
に
書
写
や
伝
授
に
関
わ
っ
た
僧
侶
は
、
九
世
の
順
兼
房
宏
盛
で
あ
る
。
宏
盛
も
仁
和
寺
心
蓮
院
の

僧
侶
で
あ
り
恐
ら
く
は
信
厳
に
近
侍
し
高
山
寺
に
入
山
し
、
信
厳
の
後
は
そ
の
ま
ま
観
海
院
に
居
住
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
宮
沢
氏
に
よ
り
推
定
さ
れ
て
い
る（
３０
）。
宏
盛
は
「
持
戒
清
浄
印
信
」
を
直
接
書
写
し
僧
房
の
異
な
る

善
財
院
十
世
の
弁
智
に
伝
授
し
て
い
る
（
１３
）。
ま
た
、
血
脈
上
で
は
他
に
同
じ
観
海
院
の
�
怡
に
も
伝
授
し
て
い
る
こ
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と
が
多
く
の
印
信
か
ら
知
ら
れ
る
（
２

３

７

１０

１１
）。
次
の
観
海
院
十
世
�
怡
は
宏
盛
と
異
な
り
ほ
と
ん
ど
そ

の
足
跡
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
�
怡
が
印
信
の
書
写
・
伝
授
に
直
接
関
わ
っ
た
記
録
は
見
い
だ
せ
な
い
。
血
脈
か
ら

は
（
２

３

７

１０

１１
）
に
見
ら
れ
る
が
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
宏
盛
か
ら
の
伝
受
記
録
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

観
海
院
の
活
動
は
な
ん
と
言
っ
て
も
、
信
厳
と
宏
盛
が
中
世
後
期
に
お
け
る
主
要
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
「
持
戒
清
浄

印
信
」
の
相
承
に
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特
に
信
厳
は
現
存
す
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の

す
べ
て
の
血
脈
に
見
ら
れ
、
高
山
寺
に
お
け
る
相
承
の
基
点
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
海
院
の
活
動
は
そ
の

後
全
く
途
絶
え
て
し
ま
い
、
�
怡
以
降
、
つ
ま
り
桃
山
時
代
以
降
、
印
信
か
ら
も
「
代
々
記
」
か
ら
も
そ
の
事
績
を
辿
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

善
財
院
代
々

善
財
院
は
法
智
房
性
実
を
第
一
世
に
持
つ
歴
史
の
あ
る
僧
房
で
あ
る
。
性
実
は
明
恵
上
人
の
置
文
に
次
の
よ
う
に
見
え

る
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（
３１
）。

寺
主

空
達
房

学
頭

義
林
房

知
事

義
淵
房

説
戒

円
道
房

同

法
智
房
（
性
実
）
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善
財
院
七
世
に
こ
の
印
信
類
で
高
山
寺
最
古
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
（
４
）
を
書
写
し
た
真
祐
が
い
る
。
真
祐
は
そ
の

師
資
関
係
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
奥
書
に
よ
る
と
「
尾
崎
御
坊
本
書
写
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
尾
崎
坊
つ
ま
り
三
尊

院
と
の
関
わ
り
も
指
摘
で
き
る
。

真
祐
の
次
が
第
八
世
の
竺
譽
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
事
績
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
、
印
信
上
の
血
脈
で
も
不
可

思
議
な
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
竺
譽
に
は
直
接
こ
の
印
信
を
書
写
・
伝
授
し
た
と
い
う
資
料
は
存
在
し
て
い
な
い
。
血

脈
に
お
い
て
も
善
財
院
代
々
と
し
て
は
異
例
の
少
な
さ
で
あ
る
と
言
え
る
（
４
の
み
）。
そ
し
て
、
最
も
理
解
に
苦
し
む

の
は
（
５
）
の
血
脈
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
当
初
信
厳
の
次
に
「
竺
譽
／
八
十
八
才
」
と
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

何
者
か
に
よ
り
擦
り
消
さ
れ
「
宏
盛

弁
智
・
・
・
」
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
、
誰
に
よ
っ
て
、
何
の
た
め

に
こ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
は
俄
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
時
期
、
高
山
寺
で
は
僧
房
間
で
そ
の

所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
行
わ
れ
て
お
り
そ
れ
と
の
関
連
も
否
定
で
き
な
い
。
一
方
で
（
４
）
で
は
竺
譽
は
「
信
厳

竺
譽
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

善
財
院
代
々
の
中
で
こ
の
印
信
の
相
承
に
最
も
熱
心
で
あ
っ
た
の
は
十
世
の
弁
智
で
あ
る
。
弁
智
は
天
文
元
年
観
海
院

の
宏
盛
か
ら
印
信
を
伝
授
さ
れ
た
の
が
記
録
上
の
初
見
で
、
そ
れ
を
六
十
一
年
後
の
文
禄
二
年
に
善
財
院
の
秀
智
に
伝
授

し
て
い
る
。
さ
ら
に
天
正
十
五
年
に
も
宏
盛
か
ら
承
け
た
印
信
を
書
写
し
た
上
で
そ
れ
を
准
后
義
性
に
伝
授
し
て
い
る
。

そ
の
十
年
後
の
慶
長
二
年
に
も
、
独
自
に
印
信
を
作
成
し
三
尊
院
の
菊
渕
に
授
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
弁
智
の
記
録
は

こ
の
印
信
に
記
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
て
も
六
十
年
も
の
年
月
の
開
き
が
あ
り
長
期
間
に
亘
っ
て
い
る
上
に
、
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義
性

信
厳

宏
盛

弁
智

秀
智
（
善
財
院
）

菊
渕
（
三
尊
院
）

の
よ
う
に
、
三
流
に
分
岐
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
観
海
院
の
宏
盛
か
ら
善
財
院
の
弁
智
が
印
信
を
伝
授

さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
時
の
両
者
の
年
齢
は
宏
盛
六
十
五
歳
、
弁
智
二
十
六
歳
で
あ
る
。
二

十
六
歳
で
印
信
を
相
承
し
た
弁
智
が
、
今
度
は
自
分
が
授
与
す
る
の
は
五
十
五
年
以
上
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
見
大
々
的
に
印
信
の
伝
授
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
善
財
院
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
活
動
は
急
速
に
衰
え
て

い
く
。「
高
山
寺
代
々
記
」（
一
九
九
函
１
号
）
に
よ
れ
ば
、
弁
智

秀
智

公
意
ま
で
で
代
々
が
終
わ
っ
て
お
り
、
事
実

上
善
財
院
の
活
動
は
こ
の
時
期
に
廃
絶
し
た
よ
う
で
あ
る
。

印
信
か
ら
見
て
も
、
弁
智
は
二
度
善
財
院
十
一
世
の
秀
智
に
伝
授
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
三
尊
院
の
菊
渕
に
授
与

し
て
い
る
印
信
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
秀
智
自
身
は
こ
の
印
信
の
書
写
に
は
全
く
関
与
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、

従
っ
て
伝
授
も
な
い
。
善
財
院
十
二
世
の
公
意
に
至
っ
て
は
善
財
院
か
ら
の
直
接
の
相
承
で
は
な
く
、
弁
智

菊
渕

と

相
承
し
そ
れ
を
仁
和
寺
心
蓮
院
の
僧
侶
で
あ
る
宥
厳
を
経
由
し
て
承
け
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

「
持
戒
清
浄
印
信
」
が
高
山
寺
に
お
い
て
量
的
に
も
質
的
に
も
充
実
し
て
い
る
大
き
な
要
因
は
善
財
院
、
特
に
弁
智
の

活
動
が
大
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
の
歴
史
は
意
外
に
短
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
特
徴
的
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
印
信
の
奥
書
等
か
ら
見
た
資
料
群
の
書
写
・
伝
受
に
つ
い
て
も
う
一
つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
中
世
末
か
ら

近
世
に
か
け
て
、
覚
薗
院
、
方
便
智
院
等
の
高
山
寺
初
期
に
お
け
る
優
勢
を
誇
っ
て
い
た
塔
頭
や
そ
の
僧
侶
の
名
前
が
全
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く
見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
十
無
盡
院
に
し
て
も
先
行
研
究
か
ら
本
来
義
林
房
喜
海
を
第
一
世
と
す
る
代
々
は
、
後
に

高
山
寺
を
出
て
神
尾
山
寺
に
拠
点
を
移
し
て
し
ま
っ
て
お
り（
３２
）、
こ
の
印
信
の
血
脈
に
記
さ
れ
て
い
る
僧
侶
は
明
恵
上

人
か
ら
直
接
印
明
を
受
け
た
と
さ
れ
る
義
林
房
喜
海
と
の
教
義
上
の
相
承
関
係
は
薄
い
と
言
っ
て
も
い
い
。
代
々
記
等
の

記
録
上
、
そ
の
系
統
が
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
覚
薗
院
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
室
町
末
期
ま
で
は
続
く
方
便
智
院
に

こ
の
印
信
を
相
承
し
て
い
る
形
跡
が
な
い
の
は
理
解
し
が
た
い
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

六

相
論
と
印
信
の
利
用

さ
て
、
こ
こ
ま
で
高
山
寺
に
現
存
す
る
印
信
の
資
料
的
な
紹
介
、
さ
ら
に
時
代
に
よ
る
偏
在
、
僧
侶
間
の
相
承
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
最
後
に
、
高
山
寺
に
お
け
る
こ
の
印
信
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

前
章
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
室
町
末
期
に
は
高
山
寺
善
財
院
十
世
の
弁
智
が
複
数
回
に
亘
っ
て
印
信
の
書
写
・
伝

受
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
際
だ
っ
て
い
た
。
こ
の
弁
智
と
前
後
す
る
善
財
院
代
々
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

七真
祐

八竺
譽

九禅
雅

十弁
智

十
一秀

智

善
財
院
代
々
は
、
こ
の
印
信
の
伝
授
に
極
め
て
熱
心
で
あ
る
が
、
特
に
弁
智
に
よ
る
活
動
が
際
だ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
弁
智
は
一
五
〇
六
年
生
ま
れ
で
あ
る（
３３
）の
で
こ
の
時
九
十
一
歳
と
い
う
長
命
で
、
記
録
上
は
資
料
２３
の
慶
長
二
年
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の
菊
渕
に
対
す
る
伝
受
が
最
後
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

弁
智
に
関
し
て
は
、
宮
澤
俊
雅
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る（
３４
）。
氏
の
論
考
を
辿
り
つ
つ
弁
智
の
事
績
を
纏
め
て

み
た
い
。

高
山
寺
に
お
け
る
真
言
宗
の
法
脈
は
栂
尾
流
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
知
ら
れ
る
法
脈
は
『
密
教
大
辞
典
』

の
「
付
録
密
教
法
流
系
譜
」（
１９
頁
）
に
よ
る
と
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

小
野
方
相
承

高
弁

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

栄
済

教
済

然
経

信
厳

弁
助

禅
雅

弁
智

秀
智

公
祐

竺
譽

広
沢
方
相
承

高
弁

定
真

仁
真

経
弁

高
経

公
弁

高
祐

定
秀

然
経

栄
済

教
済

禅
雅

弁
智

こ
れ
を
見
る
限
り
弁
智
は
小
野
流
・
広
沢
流
相
承
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
明
恵
上
人
（
高
弁
）
か
ら
続
く
真
言
宗
栂
尾

流
の
正
当
な
法
脈
を
継
い
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
宮
澤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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弁
智
は
入
寺
・
受
法
・
出
家
の
総
て
に
つ
い
て
�
怡
に
疑
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
た
め
に
は
、
自
分
が
高

山
寺
僧
と
し
て
正
し
い
法
流

栂
尾
流
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
３４
）（
宮
澤
注（
３０
）
文
献

２８
頁

傍
線
は
徳
永
に
よ
る
）

さ
ら
に
、
弁
智
に
つ
い
て
の
修
法
の
伝
受
識
語
、
授
与
状
、
血
脈
、
竪
系
図
等
様
々
な
資
料
を
博
捜
さ
れ
て
以
下
の
よ

う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
弁
智
相
承
の
栂
尾
流
に
は
実
質
的
な
も
の
を
見
出
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
竪
系
図
に
示
さ
れ
た
三
つ

の
栂
尾
流
の
相
承
は
、
恐
ら
く
入
寺
・
受
法
・
出
家
に
つ
い
て
疑
い
を
持
た
れ
て
い
た
弁
智
が
、
高
山
寺
僧
に
ふ
さ

わ
し
い
法
流
の
継
承
者
た
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
所
業
の
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
同
前

３０
頁

傍
線
は
徳
永
に
よ
る
）

弁
智
の
善
財
院
と
�
怡
観
海
院
の
間
に
は
長
期
間
に
亘
る
相
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
も
宮
澤
氏
に
よ
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
併
せ
て
今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
僧
房
代
々
と
僧
侶
の
事
績
を
総
合
的

に
み
て
そ
の
要
点
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

永
正
の
相
論

弁
智
よ
り
前
の
代
々
で
あ
る
竺
譽
と
宏
盛
の
間
で
た
た
か
わ
れ
た
相
論
に
関
す
る
幕
府
の
裁
定
は
高
山
寺
古
文
書
と
し
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て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
僧
房
間
の
争
い
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
争
い
の
基
と
な
っ
た
の
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る（
３５
）。

一
、
仁
和
寺
心
蓮
院
の
信
厳
が
、
応
仁
の
乱
に
お
け
る
混
乱
を
避
け
て
竺
譽
の
領
知
す
る
高
山
寺
観
海
院
に
居
住

二
、
高
山
寺
一
門
は
衆
僧
あ
げ
て
信
厳
の
法
門
と
な
る

三
、
信
厳
入
滅
後
、
近
侍
し
て
い
た
宏
盛
が
そ
の
ま
ま
観
海
院
に
居
住
、
観
海
院
九
世
と
な
る

四
、
善
財
院
八
世
の
竺
譽
も
信
厳
の
資
と
な
っ
て
い
る
が
、
竺
譽
は
永
正
十
四
年
入
滅
す
る

五
、
す
る
と
翌
年
禅
雅
（
善
財
院
九
世
）
は
、
地
蔵
院
の
弁
助
か
ら
観
海
院
を
も
譲
与
さ
れ
た
と
主
張

六
、
禅
雅
と
宏
盛
（
観
海
院
九
世
）
の
間
で
相
論
。
幕
府
の
裁
定
を
受
け
る
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
経
緯
が
あ
り
相
論
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
幕
府
の
下
し
た
裁
定
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
文
書

の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
高
山
寺
中
坊
相
論
文
書
案
（『
高
山
寺
古
文
書
』
二
四
五
号

２４９
頁
）

栂
尾
観
海
院
号
中
坊
事
、
田
中
坊
禅
雅
棒
地
蔵
院
弁
助
譲
与
状
并
坊
領
証
文
等
、
竺
譽
相
伝
之
趣
申
之
、
爰
自
竺
譽
至

宏
盛
譲
与
之
、
自
令
出
帯
東
坊
弁
朝
証
状
、
宏
盛
支
申
之
間
、
被
遂
糾
明
之
所
、
於
竺
譽
相
続
之
手
継
証
跡
者
、
両

方
共
以
無
之
、
雖
然
於
坊
者
、
宏
盛
久
既
居
住
之
間
、
今
更
難
被
改
之
上
者
、
宏
盛
一
円
可
令
進
止
之
、
至
中
坊
領
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越
後
国
太
海
庄
・
播
磨
国
越
辺
庄
・
当
山
中
川
上
茶
園
等
者
、
被
折
中
之
、
半
分
充
可
領
知
之
旨
、
被
成
奉
書
訖
、

可
被
存
知
之
由
、
被
仰
者
也
、
仍
執
達
如
件
、

永
正
十
五

七
月
廿
三
日

時
慶
判

基
雄
判

栂
尾
高
山
寺
雑
掌

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
善
財
院
の
禅
雅
と
観
海
院
宏
盛
の
間
に
行
わ
れ
た
相
論
は
高
山
寺
に
幕
府
の
裁
定
が
残
さ
れ
て

い
る（
３６
）。
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
両
者
の
言
い
分
に
つ
い
て
と
も
に
明
ら
か
な
相
続
の
証
拠
は
な
い
。

・
観
海
院
は
宏
盛
が
久
し
く
居
住
し
て
い
る
の
で
、
観
海
院
は
宏
盛
の
所
管
の
ま
ま
と
す
る
。

・
し
か
し
、
観
海
院
の
領
地
、
茶
園
は
善
財
院
禅
雅
と
折
半
す
べ
し
。

こ
の
結
果
、
観
海
院
宏
盛
に
と
っ
て
は
や
や
承
服
し
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
禅
雅
か
ら
し
て
み
れ
ば
無
謀
な
相
論
の
割

に
は
相
当
な
成
果
を
挙
げ
た
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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永
禄
の
相
論

こ
の
相
論
は
、
こ
れ
で
は
収
ま
ら
ず
次
の
世
代
に
至
っ
て
も
引
き
続
い
て
い
く
。
こ
れ
が
永
禄
四
年
に
再
び
善
財
院
十

世
の
弁
智
と
観
海
院
十
世
�
怡
の
間
で
行
わ
れ
た
相
論
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
論
の
記
録
さ
れ
た
文
書
は
非
常
に

長
く
、
ま
た
そ
れ
ほ
ど
本
論
と
は
関
係
の
な
い
記
事
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
の
み
抜
書
す
る
。

弁
智
の
訴
え

栂
尾
田
中
坊
弁
智
謹
重
言
上

�
怡
二
答
謀
言
無
謂
間
之
事

一
自
応
仁
錯
乱
已
前
至
于
当
時
、
既
三
代
住
山
也
云
々
、
心
蓮
院
信
厳
法
印
、
従
仁
和
寺
当
山
梅
本
坊
ニ
借
坊
ニ
テ
被
住

也
、
其
後
中
坊
ニ
又
借
住
也
、
此
中
坊
者
、
本
者
田
中
坊
竺
譽
上
人
�
之
坊
、
然
者
信
厳
法
印
モ
竺
譽
ニ
被
借
居
住
也
、

然
者
竺
譽
以
後
、
宏
盛
与
田
中
坊
禅
雅
、
彼
中
坊
先
年
相
論
公
事
有
之
時
、
為
上
意
被
成
折
中
、
宏
盛
法
印
一
期
被
住

者
也
、
其
後
�
怡
中
坊
無
謂
居
住
者
也
、
其
子
細
者
、
仁
和
寺
法
印
之
寺
各
別
之
間
、
当
山
可
為
交
衆
事
、
曾
以
無

之
、（

応
仁
の
乱
以
降
、
既
に
三
代
高
山
寺
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
仁
和
寺
の
信
厳
法
印
が
中
坊

（
観
海
院
）
に
仮
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
中
坊
は
本
来
は
田
中
坊
（
善
財
院
）
竺
譽
上
人
が
所
有
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
竺
譽
上
人
以
後
、
宏
盛
は
禅
雅
に
中
坊
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
先
年
の
相
論
で
幕
府

の
裁
定
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
折
半
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
宏
盛
法
印
は
一
代
限
り
の
居
住
な
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
�
怡
が
中
坊
に
居
住
し
て
い
る
の
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
�
怡
は
そ
も
そ
も
仁
和
寺
の
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僧
侶
で
あ
り
、
高
山
寺
の
交
衆
で
あ
る
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
）

一
弁
智
被
加
召
衆
僧
事
、
為
�
怡
扶
持
致
種
�
懇
望
、
成
置
交
衆
者
也
云
々
、
以
外
虚
説
也
、
彼
�
怡
非
当
寺
衆
僧
、
為

客
僧
身
、
当
寺
之
事
ニ
指
出
可
申
哉
、
拙
者
入
寺
之
事
者
、
東
坊
弁
朝
上
人
・
田
中
坊
禅
雅
上
人
・
中
坊
順
兼
上
人
、

此
人
�
ニ
被
請
令
交
衆
者
也
、
可
為
御
置
文
之
旨
申
之
者
、
加
様
事
或
�
怡
一
�
謀
略
、
言
語
道
断
事
也
、
又
弁
智
受

（
マ
マ
）

法
事
、
久
依
召
仕
、
以
�
怡
吹
挙
結
縁
之
義
也
云
々
、
是
又
虚
言
也
、
対
宏
盛
法
印
、
諸
流
ヲ
伝
受
也
、
何
�
怡
可
及

吹
挙
哉
、
又
弁
智
小
生
之
時
、
数
年
召
仕
之
条
、
以
憐
愍
同
宿
之
侍
従
、
為
弟
子
令
出
家
云
々
、
是
又
一
段
之
謀
言

也
、
弁
智
出
家
者
、
惣
寺
一
臈
弁
助
上
人
為
戒
師
、
宏
盛
貝
師
、
禅
雅
剃
手
、
如
此
等
役
者
ニ
テ
令
出
家
者
也
、
満
山

分
明
也
、

（
私
（
弁
智
）
が
高
山
寺
の
交
衆
に
な
れ
た
の
は
�
怡
が
種
々
に
手
配
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
全
く
の
虚

言
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
�
怡
こ
そ
高
山
寺
の
衆
僧
で
は
な
く
、
単
に
客
僧
の
身
分
で
あ
る
。
私
が
高
山
寺
に
入
寺
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
弁
朝
上
人
、
禅
雅
上
人
、
順
兼
上
人
（
宏
盛
）
ら
に
請
わ
れ
て
交
衆
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
明
恵
上
人
の
置
文
に
も
そ
の
よ
う
な
次
第
が
明
記
し
て
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
�
怡
の
私
に
対
す
る
謀
略
は

言
語
道
断
の
事
で
あ
る
。
私
は
宏
盛
法
印
か
ら
諸
流
の
伝
受
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
（
出
家
に
つ
い

て
は
）
弁
助
上
人
が
戒
師
、
宏
盛
上
人
が
貝
師
、
禅
雅
上
人
が
剃
手
と
な
っ
て
出
家
し
て
い
る
こ
と
は
、
満
山
承
知

の
こ
と
で
あ
る
。）

弁
智
は
最
初
に
、
観
海
院
に
仁
和
寺
か
ら
信
厳
が
借
住
し
、
そ
の
後
宏
盛
が
相
論
の
結
果
一
代
限
り
居
住
を
認
め
ら
れ
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た
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
後
観
海
院
は
善
財
院
の
禅
雅
の
所
有
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
も
そ
も
仁
和
寺
の

僧
侶
で
あ
る
�
怡
が
観
海
院
に
居
住
す
る
根
拠
は
全
く
な
い
と
い
う
の
が
、
最
初
の
主
張
で
あ
る
。

次
に
、
�
怡
が
私
（
弁
智
）
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
言
う
こ
と
は
全
く
根
拠
が
無
く
言
語
道
断
で
あ
る
。
自
分
が
出
家
し

た
の
も
、
高
山
寺
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
す
べ
て
証
拠
・
証
人
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
高
山
寺

の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
。

ま
た
、
後
半
波
線
部
に
お
い
て
は
弁
智
は
観
海
院
の
宏
盛
の
法
流
を
承
け
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
お
り
、
自
己
の
主
張

を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

�
怡
の
反
論

こ
れ
に
対
す
る
�
怡
の
反
論
も
古
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
係
部
分
の
み
摘
出
し
て
い
く
。

栂
尾
心
蓮
院
法
印
�
怡
雑
掌
謹
重
支
言
上

弁
智
法
師
三
問
之
条
�
無
謂
事

一
三
問
之
条
云
、
宏
盛
法
印
一
期
被
住
者
也
、
其
後
�
怡
中
坊
無
謂
居
住
者
也
云
々
、
以
外
義
也
、
自
故
法
印
在
世
之

時
、
被
譲
渡
、
至
于
今
被
住
持
上
者
、
無
謂
義
也
、
又
寺
各
別
之
間
、
当
山
可
為
交
衆
事
、
曾
以
無
之
云
々
、
先
師
既

被
兼
交
衆
上
者
、
是
又
無
謂
謀
訴
也
、

（
弁
智
の
三
問
に
あ
る
、「
宏
盛
法
印
は
一
期
の
み
の
居
住
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
そ
の
後
を
�
怡
が
居
住
す
る
根

拠
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ
て
の
外
の
事
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
（
宏
盛
）
法
印
在
世
の
時
に
、
観
海
院
を
譲
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渡
さ
れ
た
の
で
今
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仁
和
寺
と
高
山
寺
を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
さ
れ
る
こ
と

も
、
す
で
に
先
例
の
あ
る
こ
と
で
非
難
さ
れ
る
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。）

一
明
恵
上
人
置
文
之
文
章
事
、
以
外
相
違
云
々
、
三
年
住
山
輩
、
毎
月
両
度
説
戒
之
法
会
可
参
勤
申
、
何
可
為
不
審
哉
、

不
堪
言
上
也
、（
中
略
）
又
相
�
心
蓮
院
者
、
仁
和
寺
ニ
可
有
之
事
也
云
々
、
三
代
百
年
住
山
不
珍
義
也
、

（
明
恵
上
人
の
置
文
（
遺
言
）
に
よ
れ
ば
、
三
年
居
住
し
て
い
れ
ば
説
戒
に
参
加
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
れ
が
何
の
不
審
が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
仁
和
寺
心
蓮
院
の
こ
と
も
差
配
し
て
い
る
と
い
う
主

張
も
、
す
で
に
先
師
三
代
に
渡
っ
て
百
年
も
続
い
て
い
る
こ
と
で
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。）

一
田
中
坊
依
回
禄
、
暫
時
小
庵
在
之
云
々
、
弁
智
自
一
乱
已
前
、
至
于
今
在
洛
、
離
山
無
其
紛
者
也
、
又
只
今
於
当
山
勤

行
拙
者
一
人
也
云
々
、

（
弁
智
は
今
は
善
財
院
に
お
ら
ず
、（
京
都
）
洛
中
に
居
て
離
山
し
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
高
山

寺
に
お
い
て
勤
行
し
て
い
る
の
は
私
（
�
怡
）
た
だ
一
人
で
あ
る
。）

一
（
中
略
）
地
蔵
院
禅
雅
、
先
年
弁
智
ニ
田
中
坊
雖
令
譲
与
、
依
為
不
儀
即
取
返
之
、
坊
号
ヲ
モ
不
可
称
之
由
申
放
、
令
在

国
云
々
、
然
者
何
可
称
之
哉
、
殊
更
地
蔵
院
之
坊
領
等
、
主
君
閼
伽
井
坊
ニ
預
申
之
所
ニ
、
強
方
ヲ
相
語
、
至
于
今
弁
智

致
押
領
者
也
、（
以
下
略
）

（
地
蔵
院
の
禅
雅
が
弁
智
に
善
財
院
を
譲
与
し
た
と
い
う
が
、
弁
智
は
不
義
を
な
し
た
の
で
（
そ
の
譲
与
を
）
す
ぐ

に
取
り
消
し
、
坊
号
を
称
す
る
こ
と
も
禁
じ
て
い
る
。
地
蔵
院
は
今
は
閼
伽
井
坊
に
預
け
て
い
る
の
に
弁
智
は
無
理

に
横
領
し
て
い
る
の
で
あ
る
。）

一
此
人
ニ
被
請
令
交
衆
者
也
云
々
、
彼
弁
智
六
角
烏
丸
座
頭
之
子
共
也
、
同
宿
之
侍
従
於
鳴
滝
之
茶
屋
之
床
、
依
乞
食
僧

「持戒清浄印信」の写本とその価値の変容147



之
吹
挙
、
彼
侍
従
為
弟
子
召
上
之
、
久
致
奉
公
間
、
種
�
加
扶
持
令
立
身
之
所
、
忘
彼
厚
恩
吐
種
�
悪
口
（
以
下
略
）

（
そ
も
そ
も
弁
智
は
六
角
烏
丸
の
座
頭
の
子
供
で
あ
る
。
そ
れ
を
私
が
色
々
と
世
話
を
し
て
弟
子
と
し
て
奉
公
さ
せ

て
い
た
の
に
、
そ
の
恩
を
忘
れ
て
様
々
な
悪
口
を
言
い
ふ
ら
し
て
い
る
。）

一
田
中
坊
元
祖
法
智
房
事
、
明
恵
上
人
弟
子
也
云
々
、
当
山
附
属
御
弟
子
、
東
坊
空
達
上
人
一
人
之
外
、
全
無
之
、
又
弁

智
閼
伽
井
坊
之
久
為
坊
人
事
、
高
雄
・
栂
尾
無
其
隠
者
也
、

（
善
財
院
は
法
智
房
（
性
実
）
が
開
祖
で
明
恵
上
人
の
高
弟
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
あ
る
僧
房
は
東
坊
空
達
上

人
が
い
る
の
み
で
外
に
い
な
い
。
ま
た
、
弁
智
が
久
し
く
閼
伽
井
坊
の
侍
従
で
あ
っ
た
こ
と
は
高
雄
・
栂
尾
の
者
な

ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。）

�
怡
の
言
い
分
を
簡
略
に
纏
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

・
�
怡
は
宏
盛
の
生
前
に
観
海
院
を
譲
与
さ
れ
て
い
る
。
仁
和
寺
と
の
兼
務
も
先
例
の
あ
る
こ
と
で
異
例
で
は
な

い
。

・
弁
智
は
そ
も
そ
も
高
山
寺
に
い
な
い
の
で
訴
え
の
内
容
は
理
不
尽
で
あ
る
。

・
禅
雅
か
ら
善
財
院
を
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
も
、
自
身
の
不
義
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
坊
を
勝

手
に
領
知
し
て
い
る
の
は
弁
智
の
方
で
あ
る
。

・
弁
智
は
座
頭
の
出
で
あ
り
、
そ
れ
を
高
山
寺
で
奉
公
さ
せ
て
世
話
を
し
て
や
っ
た
の
に
、
今
で
は
恩
知
ら
ず
な
行

い
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
者
は
お
互
い
の
出
自
を
も
疑
問
と
し
て
激
し
い
相
論
に
及
ん
で
い
る
。
高
山
寺
に
は
、
こ
れ
に
関
す
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る
幕
府
の
裁
定
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
宮
澤
氏
は
両
者
の
相
論
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。

さ
き
の
永
正
の
相
論
の
後
、
宏
盛
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
に
没
し
、
そ
の
後
は
�
怡
が
中
坊
（
観
海
院
の
こ

と

筆
者
注
）
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
弁
助
か
ら
地
蔵
院
を
譲
り
受
け
た
禅
雅
は
、
田
中

坊
（
善
財
院
）
を
弁
智
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
永
禄
の
相
論
で
は
、
弁
智
の
側
は
、
宏
盛
の
中
坊
居

住
権
は
一
代
限
り
で
、
死
後
は
禅
雅
の
も
の
と
な
る
と
主
張
し
、
一
方
�
怡
の
側
で
は
、
宏
盛
の
中
坊
所
有
が
認
め

ら
れ
て
い
た
も
の
と
す
る
。（
中
略
）。
た
だ
、
こ
の
相
論
で
気
が
付
く
こ
と
は
、
双
方
が
相
手
の
高
山
寺
僧
と
し
て

の
資
格
を
疑
問
視
し
て
お
り
、
同
時
に
自
分
が
い
か
に
高
山
寺
僧
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。（
３４
）（
注（
３０
）
文
献

２８
頁
）

相
論
と
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
利
用

こ
の
よ
う
な
室
町
時
代
末
期
に
起
こ
さ
れ
た
数
度
に
わ
た
る
相
論
は
、
高
山
寺
全
体
の
経
営
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
学
問
の
場
と
し
て
の
高
山
寺
内
外
の
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ

る
。
恐
ら
く
そ
こ
に
は
相
論
に
関
わ
っ
た
僧
房
の
存
在
意
義
を
巡
る
主
張
の
正
当
性
を
誇
示
す
る
必
要
も
あ
っ
た
ろ
う
。

実
際
に
そ
れ
を
推
定
で
き
る
証
跡
が
「
持
戒
清
浄
印
信
」
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
持
戒
清
浄
印
信
」
に
残
さ
れ
た
血
脈
か
ら
見
ら
れ
る
こ
の
印
信
の
相
承
を
整
理
す
る
こ
と
と
す

る
。
血
脈
の
相
承
が
一
覧
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
し
て
示
す
と
次
の
表
３
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
表
の
構
成
は
先
に
あ
げ
た

表
１
を
基
と
し
て
年
代
・
書
名
・
書
写
者
・
直
接
の
伝
授
、
血
脈
の
順
と
す
る
。
血
脈
の
表
示
方
法
は
、
文
殊
菩
薩
か
ら
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「信厳」以下の相承

信厳 竺譽（竺譽筆） 弁助 禅雅（以上禅雅筆）

信厳 宏盛 弁智 秀智（別筆）

信厳 宏盛
竺譽（擦消） 弁智（弁智筆）

秀智（秀智筆）
菊渕

宥厳
顕証

（定真ヨリ続ク） 信厳 宏盛 �怡

信厳 宏盛 �怡 菊渕
信厳 宏盛 弁智 義性

信厳 宏盛 弁智 菊渕

信厳 宏盛 弁智 菊渕 俊意

信厳 宏盛 弁智 菊渕 堯譽

信厳 宏盛 弁智 菊渕 真盛
俊怡

信厳 宏盛 弁智 菊渕 宥厳 公意

信厳 宏盛 �怡
弁智 菊渕 宥厳 永弁

信厳 宏盛 �怡 菊渕 宥厳 永弁
信厳 宏盛 弁智 菊渕 宥厳 永弁

信厳 宏盛 �怡
弁智 菊渕 顕証

信厳 宏盛 �怡 菊渕 顕証

信厳 宏盛 �怡
弁智 菊渕 顕証

信厳 宏盛 �怡 菊渕 顕証 孝源 覚音 如密
信厳 宏盛 弁智 菊渕 宥厳 実賀 秀忍 宥盛 法性 密弁
信厳 宏盛 弁智 菊渕 宥厳 実賀 秀忍 宥盛 法性 宥証 宥深
信厳 宏盛 弁智 菊渕 顕証

信厳 宏盛 �怡
弁智 菊渕 顕証

信厳 宏盛 �怡 菊渕 顕証

信厳 宏盛 弁智 菊渕 宥厳
顕証 永弁 詮弁 宥弁 密弁 密雅 僧護（慧友） 定渕
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血脈
第一世

喜海

定真

喜海

喜海
定真
霊典
定真

定真

定真

定真

喜海

定真

定真

霊典
定真

定真

霊典

定真

霊典
定真
定真
喜海

定真

霊典

定真

文殊菩薩
表示の有無

明恵

文殊→明恵

明恵

文殊→明恵

文殊→明恵
文殊→明恵

文殊→明恵

文殊→明恵

文殊→明恵

明恵

文殊→明恵

文殊→明恵

文殊→明恵

文殊→明恵

文殊→明恵

文殊→明恵
文殊→明恵
明恵

文殊→明恵

文殊→明恵

伝受

宏盛→弁智
→秀智

弁智→義性
弁智→菊渕
弁智→菊渕
弁智→菊渕
→俊意
弁智→菊渕
宥厳→公意
菊渕→俊意
弁智→菊渕
→堯譽

宥証→宥深

慧友→定淵

書写者

真祐

宏盛

栄済

弁智
弁智
弁智

弁智

弁智

菊渕

菊渕

堯譽筆カ

公意筆カ

永弁

永弁カ

静守
（孝源）筆カ

密弁

密弁カ
宥深

慧友

資料名

梵網菩薩戒本印明印

持戒清浄印信

梵網菩薩戒本印明印

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信
持戒清浄印信
持戒清浄印信包紙
持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

持戒清浄印信包紙

持戒清浄印信

梵網菩薩戒本印明印

持戒清浄印信

持戒清浄印信

持戒清浄印信

持戒清浄印信

持戒清浄印信血脈

持戒清浄印信
血脈
梵網菩薩戒本印傳流

持戒清浄印信傳流

持戒清浄印信

番号

４

１３

５

１０

１１
１５
１７
１８

１９

２３

２０

２１

２２

６

２４

７

２６

３

１６

２８
３１
１

２

３３

和暦

永 享 九

天 文 元 年

天正十五年
慶 長 二 年
慶 長 二 年

慶 長 二 年

慶 長 二 年

元 和 七 年

元 和 八 年

元 和 八 年

寛永十三年

正 保 四 年

正 保 四 年

元 文 四 年
宝 暦 七 年
明 和 頃

明 和 頃

文 化 五 年

西暦

１４３７

１５３２

室町末期

室町末期

室町末期
１５８７
１５９７
１５９７

１５９７

１５９７

１６２１

１６２２

１６２２

江戸初期

１６３６

１６４７

１６４７

江戸中期

江戸中期

１７３９
１７５７
１７６４

１７６４

１８０８

表３ 血脈相承一覧
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始
ま
り
明
恵
上
人
へ
と
続
く
も
の
と
、
直
接
明
恵
上
人
か
ら
始
ま
る
も
の
と
を
区
別
し
、
霊
典
・
喜
海
・
定
真
の
い
ず
れ

か
を
次
に
配
し
た
。
以
下
の
僧
侶
は
今
回
の
検
討
項
目
に
限
定
し
て
示
す
こ
と
と
し
、
そ
の
共
通
の
僧
侶
と
し
て
観
海
院

八
世
の
信
厳
を
表
示
し
、
そ
の
後
は
相
承
さ
れ
た
血
脈
の
順
に
出
来
る
限
り
表
示
し
た
。

こ
の
表
３
か
ら
考
え
る
に
、
文
殊
菩
薩
か
ら
明
恵
上
人
が
授
け
ら
れ
た
印
信
は
、
明
恵
上
人
の
高
弟
で
あ
る
義
林
房
喜

海
、
空
達
房
定
真
、
義
淵
房
霊
典
に
伝
受
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
先
行
研
究
で
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
お
り
で
あ
る（
３７
）。
そ
の
後
の
相
承
に
つ
い
て
も
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

そ
の
血
脈
も
室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
大
き
な
変
化
を
示
す
。
以
下
、
年
代
順
・
相
承
ご
と
に
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

禅
雅
へ
の
相
承

ひ
と
つ
は
、
信
厳

竺
譽

弁
助

禅
雅
と
相
承
さ
れ
る
も
の
（
４
）
で
あ
り
、
弁
助
に
は
信
厳
（
観
海
院
）
と
竺
譽

（
善
財
院
）
の
両
方
か
ら
相
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
血
脈
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
禅
雅
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の

線
と
僧
名
を
加
筆
し
た
の
は
禅
雅
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
見
る
と
、
禅
雅
が
永
正
年
間
に
行
っ
た
相
論
で
の
主
張
（
観
海
院

を
領
知
す
る
と
い
う
主
張
）
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
義
林
房
喜
海
を
筆
頭
と
し
禅
雅
に
至
る
血

脈
は
こ
れ
以
外
に
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
禅
雅
の
相
承
は
こ
の
資
料
以
外
に
は
見
出
す
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
、
禅
雅
か
ら
弁
智
へ
と
続
く
相
承
に
つ
い
て
は
、
宮
澤
氏
の
論
考
に
詳
し
く
、
種
々
の
修
法
の
伝
受
識
語
に
見
出

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る（
３８
）。
高
山
寺
現
存
の
古
文
書
に
も
複
数
の
禅
雅
か
ら
弁
智
へ
の
授
与
状
が
残
さ
れ
て
お

り
関
係
の
深
さ
が
伺
わ
れ
る（
３９
）
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弁
智
へ
の
相
承

次
に
、
信
厳

宏
盛

弁
智
と
続
く
血
脈
が
相
当
数
存
在
す
る
。
中
で
も
弁
智
書
写
の
も
の
が
多
い
こ
と
は
前
述
し
た

と
お
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
弁
智
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
相
伝
さ
れ
た
印
信
の
血
脈
は
ほ
と
ん
ど
が
定
真

を
筆
頭
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
梵
網
菩
薩
戒
」
の
書
名
を
有
す
る
も
の
の
み
が
喜
海
か
ら
の
相
承
と
な
っ
て
い
る

が
、
弁
智
自
身
の
書
写
に
係
る
二
点
（
１５

１８
）
と
宏
盛
か
ら
伝
受
さ
れ
て
そ
れ
を
秀
智
に
相
承
さ
せ
た
印
信
（
１３
）
の

す
べ
て
が
定
真
を
起
点
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
弁
智
に
と
っ
て
は
こ
の
印
信
は
定
真
か
ら
連
綿
と
続
く
真
言
宗
栂
尾
流
の

法
脈
を
継
承
す
る
と
い
う
正
当
性
を
示
す
た
め
に
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
弁
智
は
宏
盛
か
ら

印
信
を
伝
受
さ
れ
て
お
り
そ
れ
を
秀
智
に
授
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
分
で
印
信
を
二
部
書
写
し
た
後
に
義
性
と
菊
渕
に

授
け
て
お
り
、
弁
智
が
こ
の
印
信
の
相
承
に
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
弁
智
は
こ
の
印
信
を
観
海
院
の
宏
盛
か
ら
承
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
僧
房
内
で
の
相
承
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
善
財
院
八
世
の
竺
譽
か
ら
伝
授
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
観
海
院
の
宏
盛
か
ら
の
伝
受
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
弁
智
に
と
っ
て
高
山
寺
内
で
起
き
つ
つ
あ
っ
た
相
論
と
は
無
関
係
な
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
弁
智
が
印
信
を
承
け
た
の
は
、
永
正
の
相
論
と
永
禄
の
相
論
の
間
、
天
文
元
年
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
不
思
議
な
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
（
５
）
の
「
梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
印
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
当

初
、
信
厳
の
下
に
「
竺
譽
／
八
十
八
才
」
と
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
何
故
か
擦
り
消
し
改
行
し
て
、
宏
盛

弁
智

秀
智

・
・
・
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
竺
譽
が
相
承
し
た
印
信
を
ど
の
時
期
に
、
何
者
に
よ
っ
て
か
は
不
明
な
が

ら
、
抹
消
し
て
宏
盛
か
ら
弁
智
へ
伝
受
が
続
く
よ
う
に
変
更
し
た
理
由
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
筆
致

か
ら
は
宏
盛

弁
智
は
同
筆
で
あ
り
他
の
資
料
か
ら
見
る
に
宏
盛
の
手
に
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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こ
れ
が
改
変
さ
れ
た
事
の
傍
証
と
な
る
資
料
（
４
）
も
現
存
す
る
。
こ
の
資
料
の
乗
意
上
人
か
ら
真
祐
を
経
て
信
厳
そ

し
て
竺
譽
へ
と
続
く
血
脈
が
記
載
さ
れ
た
資
料
が
現
存
し
て
お
り
書
写
年
代
か
ら
見
て
、
こ
の
系
統
が
本
来
あ
っ
た
相
承

で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
、（
５
）
に
見
ら
れ
る
何
者
か
に
よ
る
改
変
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
印
信
は
、
宏
盛
か
ら
直
接
相
承
し
た
印
信
と
と
も
に
善
財
院
の
秀
智
へ
と
伝
受
さ
れ
る
。
ま
た
、
弁
智
自
身
が
直

接
書
写
し
た
印
信
は
、
そ
の
後
三
尊
院
の
菊
渕
に
相
承
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
菊
渕
を
経
て
宥
厳

公
意
（
２４
）
と
続
く
も

の
、
菊
渕

宥
厳

永
弁
（
２６
）
へ
と
相
承
さ
れ
る
も
の
な
ど
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
。

�
怡
の
相
承

一
方
、
弁
智
と
同
時
期
の
高
山
寺
僧
で
永
禄
年
間
に
お
こ
さ
れ
た
相
論
の
相
手
で
あ
る
観
海
院
�
怡
の
血
脈
を
見
る

と
、
定
真
を
筆
頭
と
す
る
も
の
、
霊
典
を
筆
頭
と
す
る
も
の
両
方
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
信
厳

宏
盛

�
怡
と
相
承
し
て

い
る
（
１０

１１
）。
し
か
し
、
�
怡
自
身
は
こ
の
印
信
の
相
承
に
そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
菊
渕
に
伝
授

し
た
の
み
で
あ
る
（
１１
）。
そ
れ
を
承
け
た
菊
渕
は
と
言
え
ば
、
弁
智
・
�
怡
の
両
者
か
ら
印
信
を
伝
受
さ
れ
て
い
る

が
、
菊
渕
自
身
は
弁
智
の
法
脈
だ
け
を
堯
譽
（
２２
）、
宥
厳
（
２４
）、
真
盛
・
俊
怡
（
６
）
に
伝
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
血
脈
か
ら
考
え
る
に
、
室
町
時
代
末
期
に
お
け
る
「
持
戒
清
浄
印
信
」
は
高
山
寺
内
の
僧
房
間
の
相
論

に
巻
き
込
ま
れ
た
形
に
な
っ
て
、
自
分
の
（
ま
た
は
自
分
の
居
住
し
て
い
る
僧
房
の
）
正
当
性
を
証
明
す
る
た
め
に
利
用

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
正
当
性
と
は
、
印
信
そ
の
も
の
の
内
容
と
は
関
係
な
く
、
明
恵
上
人

定
真

仁
真
と
続
く

現
在
で
は
真
言
宗
栂
尾
流
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
法
流
の
正
当
な
継
承
者
た
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
の
み
必
要
な

154



も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
持
戒
清
浄
印
信
」
は
破
戒
僧
を
い
ま
し
め
清
浄
な
る
心
を
も
っ
て
仏
道
修
行
を
行
う
べ

し
、
と
い
う
明
恵
上
人
以
来
の
至
高
の
教
え
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
時
期
に
は
明
恵
上
人
か
ら
連
綿
と
続

く
法
流
に
自
身
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
高
山
寺
僧
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
の
道
具
と
考
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
初
期
の
相
承

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
そ
の
様
相
は
再
び
変
容
し
て
い
く
。

ま
ず
、
明
恵
上
人
か
ら
伝
受
さ
れ
た
高
弟
三
人
の
僧
侶
が
い
ず
れ
も
相
承
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
前
期
と
異

な
っ
て
い
る
。
特
に
多
く
の
印
信
を
書
写
・
伝
授
し
た
弁
智
は
定
真
か
ら
の
血
脈
を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
に
限
定
さ
れ
ず
、
喜
海
（
１

６
）、
霊
典
（
７

２

３

２８
）
か
ら
続
く
血
脈
を
有
す
る

資
料
が
現
れ
て
い
る
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
来
こ
の
印
信
は
覚
薗
院
代
々
が
熱
心
に
相
承
し
、
そ
れ
を
称
名
寺
の

湛
睿
が
始
め
て
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
法
流
の
復
活
は
む
し
ろ
自
然
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
前
期
で
は
相
承
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
�
怡
を
経
由
す
る
法
脈
が
「
復
活
」
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

最
初
に
�
怡
の
相
承
を
血
脈
に
復
活
さ
せ
た
の
は
（
３
）
の
孝
源
書
写
本
と
、
こ
れ
を
基
に
し
て
永
弁
が
書
写
し
た

（
７
）
で
あ
る
。
と
も
に
霊
典
、
定
真
か
ら
続
く
血
脈
を
有
す
る
と
と
も
に
、
興
味
深
い
の
は

�
怡

定
真

・
・
・
信
厳

宏
盛

菊
渕

弁
智
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�
�
�
�
�
�
�

と
両
者
を
平
行
に
並
べ
両
方
か
ら
菊
渕
が
相
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
章
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
�
怡
と
弁
智
は
永
禄
の
相
論
に
お
い
て
は
高
山
寺
僧
と
し
て
の
正
当
性
を
激
し
く
争
っ
た
関
係
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
の
時
期
に
は
そ
れ
ら
は
過
去
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
血
脈
に
整
理
し
た
の
は
、
恐
ら
く
は
仁
和
寺
法
住
庵
の
僧
顕
証
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
顕
証
は
江
戸
時
代
寛

永
期
に
高
山
寺
経
蔵
の
大
規
模
な
整
理
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り（
４０
）、
高
山
寺
の
再
建
に
尽
力
し
た
学
僧
で
あ

る
。
当
然
、
顕
証
も
こ
れ
ら
の
印
信
を
見
た
は
ず
で
あ
り
、
実
際
顕
証
筆
写
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
種
々
の
奥
書
か
ら
知

ら
れ
る
（
２

３

１６
）。
顕
証
は
高
山
寺
三
尊
院
菊
渕
・
仁
和
寺
宥
厳
を
師
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
菊
渕
に
弁
智
か

ら
の
法
脈
と
と
も
に
同
じ
仁
和
寺
の
僧
侶
で
あ
る
�
怡
を
、
と
も
に
同
列
の
血
脈
に
置
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
資
料
を
博
捜
し
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

こ
の
期
の
高
山
寺
で
非
常
に
注
目
す
べ
き
資
料
は
（
３２
）
で
あ
る
。「
栂
尾
伝
受
目
六
」
と
い
う
書
名
を
有
す
る
本
書

は
、「
光
明
真
言
法
」
か
ら
「
持
戒
清
浄
印
信
」
ま
で
七
点
の
書
名
を
掲
げ
た
上
で
顕
証
に
よ
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ

る
。

此
分
上
人
御
制
作

次
第
并
大
事
等
雖

有
之
伝
受
断
絶
了

右
目
録
之
分
于
今

相
承
之
了
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金
剛
仏
子
顕
証

こ
れ
ら
の
次
第
や
大
事
が
明
恵
上
人
御
作
に
な
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
目
新
し
い
の
で
あ
る
が
、
傍
線
部

に
示
し
た
よ
う
に
、
明
恵
上
人
に
か
か
る
次
第
等
の
伝
受
が
こ
の
時
期
に
「
断
絶
」
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
、
顕
証
は
認

識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
前
期
あ
れ
ほ
ど
盛
ん
に
行
わ
れ
た
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
相
承
も
菊
渕
以
後
、
高
山

寺
に
お
い
て
は
三
尊
院
の
俊
意
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
相
承
は
判
明
す
る
も
の
か
ら
見
る
と
す
べ
て

仁
和
寺
の
僧
侶
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
顕
証
は
「
高
山
寺
に
お
い
て
は
明
恵
上
人
の
伝
受
は
断
絶
し
て

し
ま
っ
た
」
と
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
仁
和
寺
の
顕
証
が
「
相
承
」
し
た
と
い

う
内
容
の
記
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
高
山
寺
を
襲
っ
た
混
乱
（
天
災
・
戦
乱
・
相
論
…
）

に
よ
り
多
く
の
聖
教
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が（
４１
）、
そ
の
よ
う
な
物
理
的
な
断
絶
の
み
で
は
な
く
、

寺
院
の
支
柱
と
も
言
う
べ
き
法
統
の
断
絶
を
も
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
奥
書
）

万
治
二
年
正
月
十
一
日
初
夜

顕
証
御
房
以
御
自
筆
本

於
尊
寿
院
書
之
了

秘
密
乗
琳
弁
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右
の
よ
う
な
奥
書
か
ら
は
、
こ
の
顕
証
の
記
録
は
資
で
あ
る
仁
和
寺
尊
寿
院
の
琳
弁
に
よ
っ
て
書
写
本
が
作
成
さ
れ
現

存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
宮
澤
氏
の
論
考
に
は
高
山
寺
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
断
絶
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。

（
省
略
）、
栂
尾
流
と
し
て
現
在
に
及
ぶ
も
の
が
、
こ
の
弁
智
相
承
の
流
れ
で
し
か
辿
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
実

質
的
な
栂
尾
流
は
弁
智
に
先
立
つ
あ
る
時
期
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
３４
）（
注（
３０
）
文
献

３０
頁
）

こ
の
期
に
は
、
結
局
、
善
財
院
十
二
世
の
公
意
と
十
無
盡
院
十
五
世
の
永
弁
が
「
持
戒
清
浄
印
信
」
を
相
承
し
て
い
る

こ
と
が
血
脈
か
ら
知
ら
れ
、
自
身
も
書
写
し
て
い
る
が
そ
れ
を
伝
授
し
た
よ
う
な
記
録
は
見
ら
れ
ず
、
善
財
院
に
至
っ
て

は
現
存
す
る
ど
の
記
録
か
ら
も
代
々
の
相
承
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
相
承

江
戸
時
代
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
「
持
戒
清
浄
印
信
」
は
す
べ
て
が
顕
証
あ
る
い
は
仁
和
寺
の
影
響
を
う
け
た
も

の
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。
単
に
顕
証
書
写
作
成
本
を
転
写
し
た
も
の
も
あ
り
（
１

２

１６
）、

そ
れ
以
外
も
菊
渕

顕
証
の
相
承
を
有
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
や
は
り
実
質
的
な
教
義
の
相
承
と
い
う
よ
り
は
形
式
的

な
伝
受
や
書
写
の
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。（
３１
）
の
「
血
脈
」
な
ど
は
菊
渕
以
後
ほ
と
ん
ど
の
僧
侶
が
仁

和
寺
の
僧
房
、
あ
る
い
は
関
連
の
深
い
僧
侶
で
の
相
承
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
時
期
の
高
山
寺
の
宗
教
的
活
動
を
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物
語
る
も
の
と
し
て
示
唆
的
で
あ
る
。

七

ま
と
め

高
山
寺
に
は
現
在
ま
で
の
調
査
で
三
十
三
点
の
「
持
戒
清
浄
印
信
」
の
写
本
お
よ
び
関
連
資
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
先
行
研
究
で
知
ら
れ
て
い
た
数
と
比
較
す
る
と
極
め
て
多
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
は
こ
の
印

信
の
そ
も
そ
も
の
源
流
が
高
山
寺
開
祖
の
明
恵
上
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
首
肯
さ
れ
よ
う
。
現
存
す
る
写
本
の
内
容
面

で
の
検
討
は
省
略
に
従
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
同
様
の
体
裁
・
形
式
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
簡
単
に
略
述
す
る
と
、
ひ
と
つ
は
田
中
氏
の
論
考
に
あ
る
金
沢
文
庫
本
の
よ
う
に
、

�
文
殊
菩
薩
か
ら
霊
典
を
経
て
湛
睿
…
…
と
続
く
血
脈
、

�
印
明
の
釈
義
と
湛
睿
の
伝
受
奥
書
、

�
紀
州
白
上
で
の
文
殊
示
現
説
話
、

�
湛
睿
の
弟
子
高
慧
に
よ
る
加
筆
記
事
、

�
印
明
の
本
説
と
発
見
の
記
事
、

�
覚
薗
院
二
世
照
空
に
よ
る
解
説
、

�
印
信
の
伝
受
を
示
す
血
脈
、

と
い
う
構
成
を
有
し
て
い
る
も
の
と
、
こ
れ
を
大
幅
に
省
略
し
た
、
包
紙
に
印
明
と
�
を
記
し
、
�
の
血
脈
を
書
き
継
い

で
相
承
し
て
い
く
、
と
い
う
簡
略
版
に
二
大
別
で
き
る
。
書
写
年
代
は
、
十
五
世
紀
中
頃
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
の
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（
４
）
が
最
古
で
あ
り
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
盛
ん
に
書
写
伝
受
が
行
わ
れ
、
下
限
は
江
戸
時

代
末
期
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
り
、
か
つ
多
量
の
資
料
を
現
存
し
て
い
る
の
が

高
山
寺
に
お
け
る
量
的
側
面
か
ら
見
た
特
徴
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
印
信
の
本
来
有
し
て
い
た
意
味
は
、「
末
代
の
四
部
の
弟
子
は
悉
く
破
戒
不
浄
で
あ
る
。
も
し
破
戒
な
ら

ば
、
三
昧
を
得
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
印
明
を
結
誦
し
、
戒
本
を
具
足
し
、
清
浄
な
ら
し
め
、
ま
さ
に
三
昧
を
修
習
す

べ
き
で
あ
る
」（
田
中
久
夫
『
鎌
倉
仏
教
雑
考
』
４８０
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
高
邁
な
明
恵
上
人
ら
し
い
思
想

を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
存
し
て
い
る
印
信
と
そ
の
相
承
の
過
程
を
詳
細
に
検
討
し
て
行
く
に
つ
れ

て
、
い
つ
の
間
に
か
本
来
の
意
味
が
忘
れ
去
ら
れ
、
単
に
高
山
寺
僧
と
し
て
の
正
当
性
を
示
す
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る

よ
う
な
変
容
を
遂
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
初
は
霊
典
か
ら
湛
睿
を
経
て
相
承
し
て
き
た
こ
の
印
信
は
華

厳
の
宗
派
色
の
濃
い
僧
侶
・
寺
院
の
中
で
伝
受
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
が
、
い
つ
の
間
に
か
ま
っ
た
く
証
跡
を
見
い
だ
せ
な

い
空
達
房
定
真
を
筆
頭
に
し
た
、
真
言
宗
栂
尾
流
の
法
脈
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
高
山
寺
資
料
を
調
査
検
討
し
て
「
持
戒
清
浄
印
信
」
と
そ
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
、
そ
こ
に
関
わ
っ
た
僧
房
と
僧
侶
の
事
績
を
跡
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

（
と
く
な
が

よ
し
つ
ぐ
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）

﹇
註
﹈

（
１
）
納
冨
常
天
「
明
恵
の
『
持
戒
清
浄
印
明
』
に
つ
い
て
」（「
金
沢
文
庫
研
究
」
第
２６
巻
第
２
号
通
巻
２６２
号

一
九
八
〇
年
三
月

再
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録
『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
』
法
蔵
館

一
九
八
二
年
）

田
中
久
夫
「
持
戒
清
浄
印
明
に
つ
い
て
」（
初
出
「
金
沢
文
庫
研
究
」
１１９
―
１２１

一
九
六
六
年
、
再
録
『
鎌
倉
仏
教
雑
考
』
思
文
閣

出
版

一
九
八
二
年
二
月
）

（
２
）
村
上
素
道
『
栂
尾
山

高
山
寺
明
恵
上
人
』（
昭
和
四
年
十
二
月

３０５
頁
）

（
３
）
納
冨
常
天

解
脱
門
義
聴
集
記
解
題
（「
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
」
第
４
号

一
九
六
七
年
）

（
４
）（
１
）
の
、
納
冨
常
天
氏
論
文

（
５
）（
１
）
の
、
田
中
久
夫
氏
論
文

（
６
）
納
冨
氏
は
実
際
に
諸
寺
に
現
存
し
て
い
る
「
持
戒
清
浄
印
明
」
を
調
査
さ
れ
解
説
を
加
え
て
た
上
で
、
中
世
以
降
の
こ
の
印
明
の

広
が
り
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
田
中
氏
は
主
と
し
て
印
信
に
記
さ
れ
た
血
脈
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
か
に
広
範
に
伝
播
し
て

い
っ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）
明
恵
上
人
の
高
弟
義
林
房
喜
海
著
作
と
さ
れ
て
い
る
『
明
恵
上
人
伝
記
』
に
は
文
殊
菩
薩
示
現
の
話
は
あ
る
に
し
て
も
紀
州
の
白

上
で
印
信
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
田
中
氏
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
明
恵
上
人
に
関
す

る
伝
記
等
の
記
録
類
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
所
「
白
上
で
の
伝
受
」
と
い
う
記
事
で
信
頼
に
足
る
も
の
は
見
出
さ

れ
て
い
な
い
。

（
８
）
本
稿
で
は
「
伝
授
」
と
「
伝
受
」
を
使
い
分
け
て
表
示
す
る
。
文
字
通
り
、
師
か
ら
み
た
弟
子
へ
の
相
承
を
「
伝
授
」、
弟
子
か
ら

見
て
師
か
ら
承
け
た
相
承
を
「
伝
受
」
と
す
る
。

（
９
）
例
え
ば
、
印
信
そ
の
も
の
を
書
写
し
た
人
物
と
、
そ
れ
を
伝
受
し
さ
ら
に
弟
子
に
相
承
し
て
い
く
よ
う
な
場
合
、
と
も
す
る
と
数

十
年
の
以
上
の
年
代
の
開
き
が
出
来
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
綜
合
調
査
団
に
よ
る
目
録
は
最
終
的
な
伝
領
奥
書
で
あ
る
場
合
が
あ

り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
再
度
検
討
を
加
え
直
し
て
み
た
結
果
を
示
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
聖
教
目
録
に
お
い
て
明
ら
か
に
書
写
年
代

に
誤
り
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
訂
正
し
た
。

（
１０
）（
４
）
文
献
７
頁
。
納
冨
氏
は
高
山
寺
以
外
の
文
献
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
な
ぜ
書
名
が
不
統
一
な
の
か

に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
１１
）（
４
）
文
献
頁
２
。（
５
）
文
献
４７２
頁
。
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（
１２
）
高
山
寺
の
諸
院
代
々
に
つ
い
て
は
、
古
来
少
な
く
と
も
三
種
類
の
い
わ
ゆ
る
「
代
々
記
」
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
同

が
少
な
く
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ら
資
料
を
見
や
す
く
一
覧
表
形
式
に
し
た
論
考
を
公
に
し
て
い
る
。

徳
永
良
次
「
高
山
寺
諸
院
代
々
一
覧
」（
平
成
十
九
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
二
十
年
三
月
）。

こ
の
一
覧
表
の
基
と
な
っ
た
論
考
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
高
山
寺
縁
起
」（『
明
恵
上
人
資
料
第
一
』
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
四
十
六
年
三
月
）

宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
代
々
記
」（
平
成
六
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
七
年
三
月
）

村
上
素
道
『
栂
尾
山

高
山
寺
明
恵
上
人
』（
昭
和
四
年
十
二
月
）

（
１３
）
納
冨
氏
は
、（
１
）
文
献
の
「
明
恵
の
『
持
戒
清
浄
印
明
』
に
つ
い
て
」
の
中
で
「
明
恵
上
人
は
十
指
に
余
る
主
な
門
弟
の
う
ち
、

十
無
盡
院
の
義
林
房
喜
海
・
方
便
智
院
の
空
達
房
定
真
・
池
坊
覚
薗
院
の
義
淵
房
霊
典
に
授
け
て
い
る
」（
７
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

田
中
氏
は
こ
れ
に
関
し
て
は
肯
定
的
で
は
な
く
「
義
林
房
喜
海
に
も
伝
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
は
な
い
」（
５
）（
文

献

４８７
頁
）
と
す
る
。

（
１４
）
納
冨
常
天
「
明
恵
の
『
持
戒
清
浄
印
明
』
に
つ
い
て
」（「
金
沢
文
庫
研
究
」
第
２６
巻
第
２
号
通
巻
２６２
号

一
九
八
〇
年
三
月

７

頁
）

（
１５
）
田
中
久
夫
「
持
戒
清
浄
印
明
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
仏
教
雑
考
』
思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年
二
月

４８４
頁
）

（
１６
）（
１５
）
文
献
、
４８５
頁

（
１７
）（
１５
）
文
献
、
４８５
頁

（
１８
）（
１５
）
文
献
、
４８５
頁

（
１９
）（
１５
）
文
献
、
４８１
頁
。（
１３
）
文
献
２
頁

（
２０
）
奥
田
勲
『
明
恵
』（
東
京
大
学
出
版
会

２１９
頁
以
降
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
聖
教
目
録
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。

高
山
寺
聖
教
目
録

法
皷
台
聖
教
目
録

高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録

方
便
智
院
聖
教
目
録
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�
入
子
六
合
目
録

（
２１
）（
２０
）
文
献
、
２２５
頁
。

（
２２
）
石
塚
晴
通
「
明
治
十
八
年
高
山
寺
『
宝
物
寄
附
物
古
文
書
什
物
取
調
牒
』」（
平
成
二
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研

究
報
告
論
集
」
平
成
二
十
一
年
三
月
）

石
塚
晴
通
・
池
田
証
寿
・
徳
永
良
次
「『
宝
物
寄
附
物
古
文
書
什
物
取
調
牒
』
翻
刻
」（
平
成
二
十
一
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査

団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
二
十
二
年
三
月
）

（
２３
）（
１５
）
文
献
、
４７０
頁

（
２４
）
宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
僧
名
一
覧
」（
平
成
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
四
年
三
月
）

（
２５
）
徳
永
良
次
「
高
山
寺
蔵
『
学
問
印
信
』
掛
板
に
つ
い
て
」（
北
海
学
園
大
学
「
人
文
論
集
」
第
四
十
五
号

二
〇
一
〇
年
三
月
）
こ

の
論
文
で
は
、
慧
友
が
『
学
問
印
信
』
掛
板
を
新
調
し
た
箱
に
入
れ
た
と
い
う
記
事
が
箱
上
蓋
の
裏
側
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
自
身
を

「
方
便
智
院
沙
門
慧
友
護
」
と
称
し
て
い
る
。

（
２６
）
納
冨
氏
田
中
氏
の
先
行
研
究
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
僧
侶
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
ま
た
、
高
山
寺
と
直
接
関
係
の
な
い
人
物
に
つ

い
て
も
割
愛
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
（
１３
）、（
１４
）
文
献
に
詳
し
い
論
考
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
各
僧
侶
の
生
没
年
や
塔
頭
に
つ

い
て
は
、
宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
僧
名
一
覧
」（
平
成
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
四
年
三
月
）
も

参
考
に
し
た
。

（
２７
）
宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
代
々
記
」（
平
成
六
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
七
年
三
月
）

徳
永
良
次
「
高
山
寺
諸
院
代
々
一
覧
」（
平
成
十
九
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
二
十
年
三
月
）

（
２８
）
徳
永
良
次
「
高
山
寺
・
義
淵
房
霊
典
と
覚
薗
院
代
々
（
二
）」（
北
海
学
園
大
学
「
人
文
論
集
」
第
四
十
二
号

二
〇
〇
九
年
三
月
）

に
は
、
高
山
寺
調
査
団
に
よ
る
『
高
山
寺
資
料
叢
書
』、
宮
澤
俊
雅
氏
、
村
上
素
道
師
な
ど
の
論
考
、
著
述
を
参
考
に
、
代
々
に
つ
い

て
言
及
し
た
。

（
２９
）
奥
田
勲
『
明
恵
―
―
遍
歴
と
夢
―
―
』（
東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
八
年
一
一
月

７５
頁
）

（
３０
）
こ
の
信
厳
や
宏
盛
と
高
山
寺
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
が
参
考
と
な
る
。

宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
に
お
け
る
興
然
口
決
の
伝
流
と
善
財
院
弁
智
相
承
の
栂
尾
流
」（
平
成
元
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
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「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
二
年
三
月
）

（
３１
）
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
三
〇
五
号

（
３２
）
土
井
光
祐
「
高
山
寺
関
係
聞
書
類
の
資
料
的
性
格
と
学
統

―
講
説
聞
書
と
伝
授
聞
書
と
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料

第
九
十
五
輯

一
九
九
七
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。「
華
厳
系
の
活
動
を
十
無
盡
院
の
喜
海
が
受
け

継
い
」
で
お
り
、「
喜
海
以
降
の
華
厳
系
の
教
学
は
、
十
無
盡
院
第
二
世
の
弁
清
に
引
き
継
が
れ
る
が
（
中
略
）、
高
山
寺
を
出
て
神
尾

山
寺
を
創
起
し
た
高
信
か
ら
、
そ
の
後
の
順
高
、
弁
深
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
」
と
さ
れ
、「
第
三
世
の
経
弁
に
な
る
と
、
定
真
か
ら

盛
ん
に
伝
授
を
受
け
、（
中
略
）
む
し
ろ
そ
れ
ま
で
の
方
便
智
院
の
学
風
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。」（
９７
頁
）

こ
の
土
井
氏
の
論
考
で
の
法
流
の
変
化
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
方
便
智
院
第
一
世
定
真
か
ら
続
く
血
脈
が
い

つ
の
間
に
か
、
十
無
盡
院
の
経
弁
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
の
は
興
味
深
い
。

（
３３
）
宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
僧
名
一
覧
」（
平
成
六
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
「
研
究
報
告
論
集
」
平
成
七
年
三
月
）

（
３４
）（
３０
）
文
献

（
３５
）（
３４
）、
２５
頁
。

（
３６
）『
高
山
寺
古
文
書
』（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
五
年
３
月
）
の
「
第
一
部
二
四
五
号
文
書
（
２４９
頁
）」
に
一
連
の
相
論
に
つ
い
て
の

文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
３７
）（
１４
）
文
献
。
た
だ
し
、
先
述
し
た
と
お
り
、
喜
海
が
伝
受
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
明
確
な
証
拠
は
な
い
。

（
３８
）『
高
山
寺
古
文
書
』
第
一
部
二
三
五
、
二
三
六
、
二
三
八
号

（
３９
）（
３０
）
文
献
、
２０
頁
。

（
４０
）（
２５
）
文
献
、
２０９
頁
。

（
４１
）（
２９
）
文
献
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